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Ⅰ．論文
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いろはかるたの言語的特徴
佐　竹　秀　雄
キーワード：語彙　主旨の分類　イメージ　いろはたとえ
１．ねらい
いろはかるたは、江戸時代後期に始まったとされる。いろは47字に「京」
を加えた48字を頭にもつことわざが使われており、今も生き続けている。い
ろはかるたが、子供が遊ぶ、ないし、文字やことばの学習にかかわることは、
当然、想定されていたであろう。そのことから考えると、ことわざそのもの
も、ことわざに使われている語彙も、大人はもちろん子供にも身近なもので
あったと考えられる。
ここでは、ことわざに触れる一般の人々、すなわち、庶民にとって身近な
ことわざにどのような語彙や表現が使われているかを分析する。それによっ
て、庶民にとって身近なことがらとはどのようなものであったかが、明らか
になると思われるからである。つまり、いろはかるたのことわざを分析する
ことによって、一般庶民の暮らしのありよう、生活や行動、さらには生き方
に対する意識が読み取れると考えたのである。
２．調査対象・分析の視点
対象とすることわざは江戸と京の「いろはかるた」である。東西のいろは
かるたを扱うのは、あわよくば、東西の人々の比較ができればという思いか
らである。なお、分析の対象とするいろはかるたは、時代や社会状況によっ
て様々な変遷や変化があるとされている。いずれを選ぶかで結果が変わるこ
とになるが、例えば、人々が選び、変形を加えてきたとすれば、すべてのバー
ジョンが、いつかの時点での、また、ある特定の地点での庶民の意識の反映
ととらえることができる。目的は、庶民の生活や行動様式とことわざのかか
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わりを推測することにあるので、いろはかるたの原型にはこだわらないこと
にする。選定した江戸と京のいろはかるたのことわざを表１に示す。
表１．江戸と京のいろはかるた
江戸 京
い 犬も歩けば棒に当
たる
一寸先は闇
ろ 論より証拠 論語読みの論語知
らず
は 花より団子 針の穴から天を覗く
に 憎まれっ子世には
ばかる
二階から目薬
ほ 骨折り損のくたび
れ儲け
仏の顔も三度
へ 屁をひって尻すぼ
める
下手の長談義
と 年寄りの冷や水 豆腐に鎹
ち ちりも積もれば山
となる
地獄の沙汰も金次第
り 律儀者の子沢山 綸言汗の如し
ぬ 盗人の昼寝 糠に釘
る 瑠璃も玻璃も照ら
せば光る
類を以て集まる
を 老いては子に従え 鬼も十八
わ われ鍋にとじ蓋 笑う門には福来たる
か かったいのかさうらみ 蛙の面に水
よ 葦のずいから天井
覗く
夜目遠目笠の内
た 旅は道連れ世は情け 立て板に水
れ 良薬は口に苦し 連木で腹を切る
そ 総領の甚六 袖振り合うも他生
の縁
つ 月夜に釜を抜かれる 月夜に釜を抜かれる
ね 念には念を入れよ 猫に小判
な 泣きっ面に蜂 済す時の閻魔顔
ら 楽あれば苦あり 来年の事を言えば
鬼が笑う
む 無理が通れば道理
引っ込む
昔操った杵柄
う 嘘から出た真 氏より育ち
江戸 京
ゐ 芋の煮えたも御存
じない
鰯の頭も信心から
の 喉元過ぎれば熱さ
を忘れる
鑿と言えば槌
お 鬼に金棒 負うた子に教えら
れて
く 臭いものに蓋をする 臭いものに蠅がた
かる
や 安物買いの銭失い 闇夜に鉄砲
ま 負けるが勝ち 蒔かぬ種は生えぬ
け 芸は身を助ける 下駄と焼き味噌
ふ 文はやりたし書く
手は持たぬ
武士は食わねど高
楊枝
こ 子は三界の首っ枷 これに懲りよ道才坊
え 得手に帆を揚げる 縁の下の力持ち
て 亭主の好きな赤烏
帽子
寺から里へ
あ 頭隠して尻隠さず 足下から鳥が立つ
さ 三遍回って煙草に
しょ
竿の先に鈴
き 聞いて極楽見て地獄 義理と褌は欠かさ
れぬ
ゆ 油断大敵 幽霊の浜風
め 目の上の瘤 盲の垣覗き
み 身から出た錆 身は身で通る裸ん坊
し 知らぬが仏 吝ん坊の柿の種
ゑ 縁は異なもの味な
もの
縁の下の舞
ひ 貧乏暇なし 瓢箪から駒が出る
も 門前の小僧習わぬ
経を読む
餅は餅屋
せ 背に腹は代えられぬ 栴檀は双葉より芳し
そ 粋は身を食う 雀百まで踊り忘れず
京 京の夢大坂の夢 京に田舎あり
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いろはかるたの言語的特徴
３．単語から見たいろはかるた
3.1　語彙表
まず、いろはかるたに使われている語彙について調べてみる。江戸と京の
いろはかるた各48句のことわざを単語に分割し、自立語だけを集計した。そ
の度数順語彙表（上位の一部）が表２である。
表２．度数順語彙表（江戸・京・全体）
江戸 京 全体
語 度数 品詞 語 度数 品詞 語 度数 品詞
1 身 3 名詞 縁 3 名詞 身 5 名詞
2 もの 3 名詞 言う 2 動詞 もの 4 名詞
3 あり 2 動詞 鬼 2 名詞 縁 4 名詞
4 隠す 2 動詞 先 2 名詞 あり 3 動詞
5 子 2 名詞 下 2 名詞 鬼 3 名詞
6 尻 2 名詞 種 2 名詞 子 3 名詞
7 する 2 動詞 身 2 名詞 出る 3 動詞
8 出る 2 動詞 水 2 名詞 する 2 動詞
9 念 2 名詞 論語 2 名詞 隠す 2 動詞
10 夢 2 名詞 笑う 2 動詞 下 2 名詞
11 世 2 名詞 浅瀬 1 名詞 釜 2 名詞
12 赤 1 名詞 足下 1 名詞 京 2 名詞
13 赤烏帽子 1 名詞 汗 1 名詞 月夜 2 名詞
14 揚げる 1 動詞 頭 1 名詞 言う 2 動詞
15 葦 1 名詞 集まる 1 動詞 三 2 名詞
16 味だ 1 形動 穴 1 名詞 種 2 名詞
17 頭 1 名詞 あり 1 動詞 臭い 2 形容
18 当たる 1 動詞 一寸 1 名詞 笑う 2 動詞
19 熱さ 1 名詞 田舎 1 名詞 食う 2 動詞
20 歩く 1 動詞 鰯 1 名詞 尻 2 名詞
21 異だ 1 形動 氏 1 名詞 水 2 名詞
22 犬 1 名詞 内 1 名詞 世 2 名詞
23 芋 1 名詞 閻魔顔 1 名詞 先 2 名詞
24 入る 1 動詞 負う 1 動詞 知る 2 動詞
25 上 1 名詞 教える 1 動詞 地獄 2 名詞
26 失い 1 名詞 踊り 1 動詞 通る 2 動詞
27 嘘 1 名詞 階 1 名詞 頭 2 名詞
28 うらみ 1 名詞 蛙 1 名詞 念 2 名詞
29 得手 1 名詞 顔 1 名詞 覗く 2 動詞
30 縁 1 名詞 欠かす 1 動詞 抜く 2 動詞
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表２を見るとわかるが、度数２以上の語が少ない。一般的な文章の語彙調
査では、「する」「いる」「こと」「もの」などといった、日本語の表現で繰り
返し使われる語が頻出し、度数順語彙表の上位を占めるのが常である。しか
し、ここでは、そのような繰り返し使われている語が少ない。理由として、
選ばれたことわざの語彙の世界が多様であることが考えられる。それは、選
ばれたことわざそのものがバラエティーに富んでいるとも言えよう。ただ、
いろはかるた全体を考えてことわざが選ばれたとすれば、内容の似たものが
避けられ、結果としてバラエティーに富んだという可能性も考えうる。
3.2　品詞比率
次に、江戸、京、全体のそれぞれについて、異なり語数と延べ語数、およ
び、延べ語数の品詞別の度数を次の表３に示す。
表３．使用語彙の異なり語数と延べ語数、延べ語数の品詞別度数
異なり 延べ 名詞 動詞 形容詞 形容動詞
江　戸 143 156 106（67.5） 43（27.4） ４（2.5） ３（1.9）
京 132 143 113（79.0） 28（19.6） ２（1.4） ０（0.0）
全　体 253 299 219（73.2） 71（23.7） ６（2.0） ３（1.0）
（　　）内は％
品詞別に見たとき、名詞の比率が高い。このことは要約的表現、非説明的
表現が多いことを意味する。一般的な文においては、名詞が文の核になりや
すい。いわゆる5W1H のうち、イツ、ドコデ、ナニガ、ナニヲの４要素ま
で名詞的なものが占めるからである。それに対して、形容詞、形容動詞、副
詞、連体詞は、その名詞をくわしく説明する部分に使われやすい。例えば
（１）　彼女が、昨日、教室で彼にチョコを渡した。
（２）　あの彼女が、昨日、暗い教室で彼に小さなチョコをそっと渡した。
の２つを比べると、（１）が要約的な表現で、（２）は（１）に「あの・暗い・
小さな・そっと」が加わっていて、説明がくわしくなっている。
（１）の要約的な表現における自立語は「彼・昨日・教室・彼女・本・渡
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す」で、「渡す」以外はすべて名詞である。つまり、名詞比率は5／6である。
他方、（２）では、それらに「あの・暗い・小さな・そっと」という形容詞、
形容動詞、副詞、連体詞が加わっているため、名詞比率は5／10と（１）に
比べて低い。このように要約的な表現は名詞比率が高くなりやすいのである。
よって、表３で名詞比率が高い事実は、要約的な表現である可能性が高い
と考えられるわけだが、これはことわざの性格を考えると納得しやすい。こ
とわざは、そもそもなるべく多くの場面に適用可能な表現であってはじめて、
よく使われて、ことわざとして認められる。多くの場面に適用可能なために
は、具体的な事情・状況を説明する部分は捨象する必要があり、それによっ
て完成した表現は、当然要約的になるはずだからである。
ただ、その名詞の比率が、東より西のほうが10％以上高い。異なり語数、
延べ語数も西のほうが少ないことと考え合わせると、西のほうが少ないこと
ば数で、より短く端的に表現しようとしている可能性が高いことになる。
3.3　語の意味領域
では、語彙はどのような意味のものが多いのだろうか。出現した語彙の意
味領域が共通すると認められるものを取り出したものが、次の表４である。
表４．使用語彙の意味領域
領　域 語
道　具 とじ蓋・われ鍋・下駄・蓋・笠・釜・竿・杵柄・金棒・高楊枝・首っ
枷・針・赤烏帽子・槌・釘・鉄砲・帆・瓢箪・棒・鈴・連木・鎹・鑿
人　間 子・小僧・総領・憎まれっ子・亭主・盗人・道才坊・年寄り・武士・
盲・餅屋・裸ん坊・律儀者・吝ん坊
身　体 顔・泣きっ面・口・喉元・手・尻・身・足下・頭・背・腹・面・目
動　物 鰯・蛙・駒・犬・雀・鳥・猫・蜂・蠅
植　物 葦・芋・花・柿・栴檀
最も多く認められたのは「下駄・蓋・笠・釜・竿」などの道具であり、23
語（24度）あった。いろはかるたが日常生活に根差すものであれば、当然、
人間の暮らしにかかわり、そこには人間を意味する語が多く使用されている
と推測される。人間そのものを表す語は、「子、亭主、盗人、律儀者」など
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14語（16度）であり、「身・尻・泣きっ面」など身体や人間の状況を示す語
は13語（20度）であった。決して少ないわけではないが、人間や身体関連の
語以上に、道具に類する語が多かったことは注目に値する。
この理由の一つは、いろはかるたのことわざが「いろはたとえ」とも称さ
れるように、比喩的な性格をもっていることと関連していると考えられる。
例えば、「われ鍋にとじ蓋」は、使われている語彙は道具であり、言葉通り
の意味は「壊れた鍋にも修理した蓋が合う」ということであるが、実質的な
意味は「どんな人にも、ふさわしい伴侶がいる。似た者同士がよい」ことで
あり、「われ鍋」「とじ蓋」は人間のたとえとして使われている。要するに、
人間の比喩として道具が使われている。このように、ことわざは比喩的な性
格を中心としており、その比喩として使う対象に道具が使われたと推測でき
るのである。
しかし、それ以上にもっと根本的な理由を推測することができる。それは、
道具が人々の暮らしにおいて非常に身近な存在だったということである。現
代の生活では、表４に示した「針・槌・釘・鎹・鑿」などに対して親しみを
もつ人は稀であろう。しかし、昔の生活においては、そのような道具が人々
の暮らしと密着したものであったと思われる。機械化のない暮らしにおいて
道具は一般庶民にとって大切にすべきものである。あるいは、それらの道具
を使って生計を立てていた人が身近に存在したことだろう。人々は、暮らし
の中で、道具を自分で使い、あるいは、他人が道具を使っている姿を日常的
に目にしていた。それだけ道具は、人々にとって身近な存在であったのだ。
だからこそ、上で述べたように、人間の比喩として道具が使われたのであろ
う。よって、いろはかるたは、道具を使って生きている庶民の姿の反映だと
も言えよう。
他方、日常生活との観点からは、もっと多くてもよかったのではと思われ
るものがある。その一つが食に関連する語である。すべての人にとって、食
は生活に欠かせないはずである。それにもかかわらず、動詞「煮える・食う」
を入れて７語（８度）しかなかった。また、もう一つ、昔も今も重要な意味
をもつはずの金銭に関する語も、「貧乏・安物」を入れても６語（６度）に
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過ぎなかった。暮らしにおいて大事な要素の食と金銭に関する語が少なかっ
たという事実は何を意味するのか。食や金銭に関する意識が、現代とはかな
り違っていたというのであろうか。
４．内容の性質から見たいろはかるた
ことわざが意味する内容のあり方には、いくつかのタイプを認めることが
できる。例えば、暮らしにおける一場面をたとえるのにふさわしいもの、あ
るいは、世の中のありようや人の行動の傾向を指摘するのに適したものなど
である。ここでは、そのことわざの主旨という観点から次の４つに分けた。
もちろん、ことわざによっては分類に迷うものもあるが、そのことわざの中
心的な意味内容という視点で分類した。
①　状況の描写
　　例：身から出た錆、立て板に水、聞いて極楽見て地獄
②　世間的な知の指摘
　　例：憎まれっ子世にはばかる、氏より育ち、一寸先は闇
③　人間行動の指摘
　　例：花より団子、済す時の閻魔顔、雀百まで踊り忘れず
④　教訓
　　例：義理と褌は欠かされぬ、油断大敵、念には念を入れよ
上の①は、場面や状況を比喩的に表したものである。いわゆる「言い得て
妙」と評されるものが、このタイプのことわざである。②と③は、人々が一
般的に真理だと考える命題を言い表したものである。そのうち、②は、人々
が生きていく上で出会う世の中のありように関する命題で、③は、個人にお
けるありがちな行動や趣味・嗜好にかかわる命題である。④は、人生の中で
重要と考えられ、注意すべき事柄を述べたものである。
いろはかるたを、以上の４種といずれにも分類しがたいその他の５つに分
類した。その結果が次の表５である。
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表５．ことわざの主旨による分類
状況の描写 指摘 世間 指摘 人間 教訓 その他
江　戸 15（31.3） 12（25.0） ８（16.7） 12（25.0） １（2.1）
京　都 22（45.8） 10（20.8） ９（18.8）  ６（12.5） １（2.1）
（　　）内は％
教訓的なものが意外に少なく、現実の場面・状況を描写するものが４割近
くにのぼる。それに続く、世間のありようと人間の行動について指摘する内
容のものも両者を合わせるとやはり４割近く存在する。
現実の場面・状況の描写が多いことは、先に述べた「いろはたとえ」と称
されるにふさわしい事実と考えられる。いろはかるたの重点が、日常のよく
ある一場面を比喩的な表現によってとらえる、そのおもしろさを述べること
にあるととらえれば、場面・状況の描写が多いことは、当然である。
また、世間や人間の行動について、よくある事実を、ことわざの形で描写
することによって、世間や人間というものがどのような存在なのかを子供た
ちに教えようとしたと考えられないか。教訓のように、あからさまな形で教
えるより、世間や人間におけるありがちな事実を、ことわざの形で子供たち
の頭に入れようとするほうが効果的であろう。そう考えるならば、世間や人
間に対する指摘の項目の多さも納得できよう。つまり、いろはかるたは、教
訓的なことを教えるよりも、日常生活における現実を教えることを重視した
学習ツールだったとも解釈できるのである。
５．イメージから見たいろはかるた
いろはかるたを内容から見た結果、改めて読んでみると、気になることと
がある。それは、イメージの悪さである。
例えば、「糠に釘」「猫に小判」「頭隠して尻隠さず」は、いずれも効果の
ない、いわば無意味な振る舞いを意味するものである。「無理が通れば道理
引っ込む」「地獄の沙汰も金次第」である世の中は、決して公正で楽しい社
会ではない。また、「骨折り損のくたびれ儲け」「目の上の瘤」は腹立たしい
思いがするものである。さらに、「安物買いの銭失い」「年寄りの冷や水」は
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いろはかるたの言語的特徴
情けないし、「泣きっ面に蜂」「臭いものに蠅がたかる」のも困ったことであ
る。
いろはかるたには、このようなマイナスイメージのものが、思いのほか多
い。もちろん、そのことわざについてどのようにイメージするかは、評価者
によって異なるし、使う場面によっても異なる。例えば、「楽あれば苦あり」
は、人生いろいろであって、よいとも悪いとも言えないが、苦労の続いてい
る状況にある人にとって、「楽」という希望が期待できるプラスイメージに
とらえられよう。しかし、調子のいい状態にある人にとっては、「そのうち
悪いことが起こる」という不吉なことわざととらえられよう。
このように評価者によって判定が異なることを考慮に入れても、マイナス
イメージのことわざは、40句以上に上りそうである。それに対して、人を褒
めるシーン、めでたいシーンで使えることわざという観点から、プラスイメー
ジのものを求めると、「笑う門には福来たる」「芸は身を助ける」「栴檀は双
葉より芳し」など多く見ても15句ほどであった。
６．いろはかるたにおけることわざの役割
以上に述べてきたことを整理すると、いろはかるたは「いろはたとえ」と
も称されるように、一般庶民の日常の暮らしにおける場面、あるいは、自分
の暮らしに結びつく世間や人間行動のありようを、身近な道具を使って比喩
的に表現してきたと言えよう。しかし、その取り上げる場面や世間・人間行
動のありように、なぜマイナスイメージのものが多いのだろうか。
素直にとらえれば、庶民の暮らしにおいて、意識されることがらが楽しい
ことよりも苦しいこと、嫌なことが多かったということになる。また、人生
や行動・態度におけるマイナス事項の指摘は、そのようにしない、そのよう
にならないように、との注意を喚起する役割を果たす。「安物買いの銭失い」
から、安物買いの戒めを読み取ることは容易である。いろはかるたが、その
ような戒めの役割を果たしていた可能性は高い。
そもそも、ことわざの大きな役割として、他人を説得し、あるいは、自分
を納得させることが挙げられる。説得や納得の場面で使われるものとしては、
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厳しい事実の指摘が有効である。世の中や人々の目は厳しいという事実を挙
げた上で、「だから、失敗しないようにしなさい」「だから、がまんしなさい」
と説得して励ます。あるいは、厳しい事実を踏まえて、「だから、仕方がない」
「だから、諦めよう」と自分を納得させることができる。
要約的で非説明的なことわざは、抽象度が高いので、かなり自由な解釈の
幅が許される。現実に楽ではない暮らしの中で、マイナスのイメージのこと
わざは自分の現実と結びつけやすい。解釈の幅が広いので、自分の場合にも
十分にあてはめて解釈することができる。逆に、プラスイメージのものは、
自分に起こっている厳しい現実とは結びつきにくいし、他人事に思えてしま
う。つまり、説得・納得の役割に向かないだろう。
その意味で、マイナスイメージのことわざを多く含んだいろはかるたは、
厳しい現実の暮らしの中で、一般庶民の実感を背景に、説得・納得の役割を
存分に発揮できたのではないか。
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An Eastern progressive: 
Seishi Shimoda as a conduit of innovation between UK and Japan
Yoko Yamasaki 
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１．Introduction
This paper explores the pioneering role of Seishi Shimoda （1890-1973）, as 
a transnational conduit of progressive thought and practice. As an art teacher 
from 1921 at the independent Tokyo progressive school, Seijo Gakuen, 
Shimoda derived inspiration from A.S. Neill （1883-1973）, whose writings he 
translated into Japanese. He has also recently been identified as translator of 
Harriet Finlay-Johnson’s The Dramatic Method of Teaching （1911）. He 
networked with a key group of progressive educators Masataro Sawayanagi 
（1865-1927）, focusing on teaching arts and especially school drama. 
This essay therefore considers Shimoda’s role in transnational communication 
of progressive pedagogy, psychology and art education, and is part of my 
Photo1：Seishi Shimoda
（1890-1973）1928
Photo2：A.S. Neill
（1883-1973）
Photo3：H. Finlay-Johnson 
（1871-1956）
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long-standing personal project to make Japanese progressivism and its 
international networks more accessible to western historians. 
２．The meeting of Shimoda and Neill 
Progressive social and political thinkers in Japan founded a New Education 
Movement. Its leader was Masataro Sawayanagi, and after he resigned from 
the Ministry of Education and Kyoto University he founded the independent 
progressive junior middle school Seijo Gakuen, Tokyo. Shimoda became an 
art teacher there from 1921 under the headship of Sawayanagi. Shimoda’s 
enthusiasm was aroused by A. S. Neill’s early classics, the radical A Dominie’s 
Log （1915） and A Dominie Dismissed （1917）, which were introduced to him 
by an English language teacher at Seijo, Eric Stewart Bell1. Bell admired 
radical progressivism of Neill’s writings, at the time when most progressive 
educators in Japan were drawing their ideas from Helen Parkhurst and her 
Dalton Plan. Shimoda read these works, and then devoted himself to their 
translation. On showing Neill’s books to his headteacher, Sawayanagi 
observed that amongst recent educators Neill was more important than 
Parkhurst2.
Shimoda visited the UK and Europe for a half year from May 1928, and he 
visited Summerhill for a week in June 1928 when he took part in a 
conference of the International Federation for Art Education, Drawing and 
Art Applied to Industries in Prague. He stayed at Summerhill, observed some 
lessons there, and was presented with Neill’s new book The Problem Child 
（1926） as he returned to London. He enjoyed it so much, and he remained 
in his hotel reading it, especially Neill’s words, ‘The difficult child is the child 
１　J. Croall, Neill of Summerhill: the permanent rebel, 1983, London: Ark paperbacks, p.228. 
２　Yoko Yamasaki and Hiroyuki Kuno （eds.）, Educational Progressivism, Cultural Encounters and 
Reform in Education, 2017, Oxon: Routledge, p.157.
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An Eastern progressive: Seishi Shimoda as a conduit of innovation between UK and Japan
who is unhappy. He is at war with himself, and in consequence at war with 
the world. The “difficult” adult is in the same boat’.3
After returning to Japan he published his first article ‘The School of A.S. 
Neill, New Educationist: Free Education and Relief for Delinquent Children’ 
in Weekly Educational Newspaper （Kyoiku shuho）4, August 1929, which 
caused a considerable sensation. In 1930 his first published translation of 
Neill was The Problem Child, which influenced not only parents but also 
professionals concerned with juvenile delinquency. Neill became known 
amongst Japanese educators as an advocate of personal freedom for children 
and of progressive education. Shimoda’s publications confronted social 
conditions in which Japanese innovators sought to introduce ideas of 
democracy, freedom and autonomy. 
３　Seishi Shimoda, Geijyutsu to Seikatsu to Kyoiku to （Art, Life and Education）, 1968, Tokyo: 
Zokeisha, p. 301. See also A. S. Neill, The Problem Child, 1926, York: Herbert Jenkins, p.10. 
４　In Weekly Educational Newspaper （Kyoiku shuho）, no. 202, 17 August 1929.
Photo 4：Seishi Shimoda and children of Seijo Gakuen, 1926.
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Photo 5：A meeting with the President Tomáš Garrigue 
Masaryk of Československá republika, 1928.
３．Shimoda as psychologist, in the 1930s
In the context of westernized families and Japanese parents who mistrusted 
children’s nature, Shimoda’s and Neill’s ideas became associated with a 
psychoanalytic and individualised approach. Shimoda took a psychoanalytical 
approach to understand so-called ‘problem children’, and juvenile delinquents 
of a criminal character. In the Weekly Educational Newspaper he published a 
series of four articles entitled ‘Psychoanalysis and education’ in 1933, and 
resigning from his teaching post in the same year, he founded a ‘Children’s 
House’ （Kodomo no Ie） at his home, and published a magazine, Mother’s 
Page （Haha no page）, in 1936. Children’s House was renamed the Iogi 
Children’s House and Child Study Institute, where he also founded a 
Maternal Japan Association; Mother’s Page was renamed Maternal Japan in 
1938. And in the same year he edited a column, ‘Educational counselling for 
mothers’, in the magazine Women’s Friend （Fujin no Tomo） published by 
Motoko Hani （1873-1957）.
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Photo 6：Simoda’s counselling at Iogi, 1940.
Photo 8：Jiyu Gakuen schoolPhoto 7：At the counselling room of 
Women’s Friend （Fujin no 
tomo sha）, 1938.
An organizer of Women’s Friend （Fujin no Tomo） was Hani, who founded 
Jiyu Gakuen （literally freedom School or School of liberty, 1921） with her 
husband.
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４．Shimoda’s other activities, in the 1920s
Above I described Shimoda as currently understood by Japanese historians, 
but he has also recently been identified as a translator of Harriet Finlay-
Johnson’s The Dramatic Method of Teaching （1911）.5 She described her 
progressive method in a few introductory words.
I taught my school children by the Dramatic Method...... I feel sure 
that all educationists worthy of the name will agree that at the present 
day, more than ever before, only the very best will be good enough for 
the education of our children.
Photo 9：The cover of the Dramatic method 
of teaching, 1911.
In my research there is no answer to the question yet, how and why he 
translated it, because drama was a lower status in Japan traditionally, while 
Edmond Holmes’s book What is and What Might Be: A Study of Education 
in General and Elementary Education in Particular（1911）was already 
translated into Japanese in 19136, afterward in 1923 by different translators. 
In Holmes’ book he described children in her school, as follows;
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......in this school every child is, as a rule, actively employed. And 
bearing in mind that “unimpeded energy” is a recognized source of 
happiness...... there is a close connection between the activity of the 
children and the brightness of their faces.7
But there is a hint that the work was a series introducing new pedagogy 
from the west to Japan through translation of key books （Kyoiku kyoju 
shincho sosho）, planned by the Japanese Educational Association under the 
English slogan, “Let the dead bury their dead”8, although this is not an 
appropriate quote. Advisors for the series were Masataro Sawayanagi and 
Shigenao Konishi of Kyoto University, and publications was supervised by 
Arata Osada of Seijo （later teaching at Hiroshima University） and the Editor 
was Yoshio Nagano9 of Hiroshima University. 
Photo11：The cover1 of translation of 
What is and What might be, 
1923.
Photo10：The cover of translation 
ofWhat is and What might be, 
1913.
６　A translator Gentaro Matsumoto （1859-1925）, professor of Gakusyuin, received a letter from 
Holmes.
７　E. G. Holmes, op. cit., 1911, p.155.
８　Harriet Finlay-Johnson, Shimoda Seishi （trans.）, Gekikaseru kakuka Kyojyuho （The Dramatic 
Method of Teaching）, 1913. Tokyo: Nihon Kyoiku Gakkai, no page number.
９　He later led a John Dewey Society of Japan established in 1957.
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Photo12：Beatrice Ensor （1885-1974）10
Shimoda had only one month to translate it, an apparently urgent request. 
His problem was that he lacked professional knowledge of English literature, 
so relied on scholars of English for regular support, helped in scribing and 
copying by two women Umeko Hiragaki and Kaneyo Kobayashi, who later 
became teachers at Ikebukuro Children’s Village School, Tokyo. That school 
Photo13：The Century of Education, 
vol.1.no.1, 1923.
Photo14：Translation of Key’s Century 
of the Child, 1906.
10　The New Era, Oct. 1925.
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is significant as it was founded by Entaro Noguchi, who then went on to 
establish the Century of Education Society （Kyoiku no Seikisha） in 1923, 
inspired by Ellen Key’s classic Century of the Child translated in 1906, and 
networked with Beatrice Ensor11, London-based Secretary of the New 
Education Fellowship from 1921, to which and Japan section was associated 
in 1930. Shimoda therefore connected with progressive educators in Japan their 
organisations, hungry for knowledge of new pedagogy or teaching methods.
Shimoda devoted himself to translation of The Dramatic Method of 
Teaching. He prefaced his translation as follows:
The original book title is Dramatic Method of Teaching, Gekiteki 
Kyojuho literally translated, but I have intentionally adopted Gekika 
seru kakuka Kyoju ho to present the book’s contents as a teaching 
method for all school subjects through dramatization. In addition, the 
author’s dramatic method implies not only traditional drama but also 
games and housekeeping played by children. So it follows that the 
11　Yoko Yamasaki, Continuing the conversation: British and Japanese progressivism, History of Ed-
ucation Society, UK, History of Education, Oxon: Routledge Taylor & Francis, vol.42, no.3, 
pp.335-349.
Photo15：Drama of arithmetic, children 
and author.
Photo16：Drama of an army of crusaders 
（their armour is silver foil from 
tea chests）
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meaning of dramatic method in her book includes all wider meanings 
of the word ‘play’.12
Photo17：The cover of translation version of 
Dramatic Method of Teaching, 1913.
５．Shimoda’s progressive ideas, Children’s life and School Drama 
The Century of Education Society launched a monthly magazine of the 
same title; this all-male coterie comprised Yasaburo Shimonaka, Goro Tameto 
and Hiroshi Shigaki, together with other supporters. Key’s promotion of 
children’s rights and welfare were the main attraction of her book in Japan, 
overshadowing however her feminist stance on women’s rights, compromised 
as that was by her emphasis on the maternal role; some implications of this 
will follow discussion of the Century of Education Society.13 
The committee of the Century of Education created a special feature on 
Children’s Drama and School Drama in 1924. Shimoda contributed an article 
‘Children’s life and School Drama’ （Jido no Seikatsu to Gakko Geki） based on 
12　Shimoda Seishi, Words of Translator, Harriet Finlay-Johnson, Shimoda Seishi （trans.）, 1913, no 
page number.
13　Yoko Yamasaki and Hiroyuki Kuno （eds.）, 2017, p.22.
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translation of Harriet Finlay-Johnson’s book. His points were critiques of 
utilitarian ideas of education in preparing children to become adults, 
indoctrination of knowledge by teachers and fake progressive or pragmatic 
ideas of teaching to meet ideals or simply convenience of the adult teacher.
In his opinion school drama belongs in the curriculum as an art form that 
integrates music, poetry, nature study, literature, arithmetic and others based 
on children’s life. He emphasized that the real spirit of drama might be 
realised in school, and drama is incorporated properly into all subjects if we 
integrate all arts and introduce drama in school.14
I suppose dramatic life and dramatic needs of children apply to their 
whole life….., which should give a sort of satisfaction...... might be 
most affected by dramatization across the whole curriculum in school
…which it is not impossible to achieve because in fact it has 
succeeded...... An apostle bears the successful laurel wreath in England 
where Lady ［Harriet］ Johnson, seeking new education found 
success.15 
Then he empowered Japanese women as follows; 
It is interesting to observe that the teacher who played a practical part 
in this new education was female...... Parkhurst, also, creator of the 
Dalton plan, is female. New ideas for education ［in these cases］ are 
created by females but ......In Japan there is no outstanding ［female］ 
creator of new education. ......I long for any woman creator in Japan 
having new ideas to appear amongst Japanese women.
14　Seishi Shimoda, Jido no Seikatsu to Gakko Geki （Children’s life and School Drama）, in Kyoiku no 
Seiki, vol. 2, no. 6, 1924, p.36.
15　Ibid., p.37.
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But his opinion is questionable because female progressive educators in 
Japan played an active part, for example a founder of Tsuda College Umeko 
Tsuda （1864-1929）, president of Tokyo Women’s University, Tetsu Yasui 
（1870-1945） and a founder of progressive school Jiyu Gakuen, Motoko Hani 
（1873-1957） were activists, although their names were not known abroad. 
Inspired by Finlay-Johnson’s book he directed his translation to 
encouraging Japanese women teachers whilst introducing Johnson’s dramatic 
method of teaching, spending five pages on this in his article. When Shimoda 
visited Summerhill in 1928 he travelled also to the south coast to call on 
Johnson who had retired 17 years previously from her school.
Photo18：The cover Geijyutsu to Seikatsu to Kyoiku 
to （Art, Life and Education）, 1968.
６．Conclusion: Shimoda’s legacy and our interpretation 
School drama is not popular in recent times in Japan, especially in schools 
focused on academic achievement. But drama has a very significant role to 
play in Japanese progressive schools. One such is Kinokuni Children’s Village 
schools founded by Shinichiro Hori （1948- ）. Shimoda’s influence in Japan 
was inherited in the foundation of Kinokuni situated high on a mountain near 
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the Koyasan Temple in Wakayama prefecture, as one of the pioneer schools 
and successor to progressive innovations of the Taisho period. It is a 
residential independent （private） primary school and the first alternative 
school authorised by the Japanese Ministry of Education, accreditation which 
continues till today. In his undergraduate years Hori encountered Summerhill 
one day through reading Shimoda’s Philosophy of Neill and Education （Neill 
no shiso to kyoiku）; he then demonstrated an attraction to these ideals by 
arranging to meet Shimoda at the author’s home in Tokyo in order to borrow 
translated versions of Neill16.
Photo19：A. S. Neill （1883-1973） and 
Shinichiro Hori （1943- ）17
On 30th July 1971.
Photo 20：Seishi Shimoda, 1967.
One of the most important points for historical understanding is the 
network generated by Shimoda’s introduction of theory and practice of 
Johnson and Neill to Japan, with Hori developing those ideas in the later 20th 
and early 21st century. Hori created the Neill Society and published a journal 
entitled Neill Study to disseminate Neill’s thoughts in Japan.
Hori at last founded a school called Kinokuni Children’s Village in 
Wakayama prefecture in 1992 based on a mixture of thoughts of Neill and 
16　Yoko Yamasaki and Hiroyuki Kuno （eds.） 2017, p.158.
17　Shinichiro Hori, Handbook for Kinokuni Children’s Village School, Wakayama: Kinokuni, 2013.
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John Dewey. The curriculum is based on the project method20. Six projects in 
2013 are: Building and Gardening （for example construction, gardening and 
woodwork）, Farm （rice growing, vegetable garden, cooking）, Restaurant for 
Photo21：The cover of A Dominie’s 
Log 18
Photo22：The cover of A Dominie 
Dismissed 19
Photo22：The cover of the Kinokuni Kodomo no Mura 
no Kyoiku,21 
Children working in Projects, 2013.
18　The cover of Neill Kenkyu （Neill Study）, no. 27, Mar. 1987, Osaka: Neill study at Osaka City 
University.
19　The cover of A Dominie Dismissed, 1917, York: Herbert Jenkins Limited.
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An Eastern progressive: Seishi Shimoda as a conduit of innovation between UK and Japan
pleasure （bread in the world, for example）, Craft Centre （toy-making, 
pottery, and building）, and Theatre （musical and drama activities, and other 
performing arts） as one of most important activities for children.
20　See Photo 22.
21　Shinichiro Hori, Kinokuni Kodomo no Mura no Kyoiku （Education in Kinokuni Children Village 
School）, Nagoya: Reimei, 2013
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Ⅱ．言語文化研究所 春季言語文化
セミナー（平成28年度）
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言語文化研究所 春季言語文化セミナ （ー平成28年度）
１．春季言語文化セミナーを開催するにあたって
玉井　　暲（言語文化研究所長）
武庫川女子大学言語文化研究所が主催する春季言語文化セミナーは、言語
文化に関心を持っている国内外の著名な研究者を招き、専門の研究者だけで
なく、一般市民や大学院生・学生をも対象にして行うセミナーである。今年
度は、神戸大学名誉教授の西光義弘先生にお越しいただき、英語と日本語の
二言語にわたって見られる言語文化の興味深い問題点についてご講演をいた
だいた。
このセミナーは、以下のとおり行われた。
日　　時：平成29年３月18日（土）14：00～16：00 
場　　所：武庫川女子大学中央キャンパス　研究所棟１階　I-103教室 
講　　師：西光義弘先生（神戸大学名誉教授）
題　　目：「英語と日本語の違いの根本的原因としての注意の集中度の差」 
司会・コメンテイター： 冨永英夫先生（言語文化研究所研究員・英語文化
学科教授） 
申込方法：参加無料、当日のご参加も歓迎します。 
２．英語と日本語の違いの根本的原因としての注意の集中度の差
西光義弘（神戸大学名誉教授）
講演要旨：
まず第１の具体的な例として、英語話者はよほどの場合以外にはひとりご
とを言わないが、日本語話者はひとりごとをかなり許容することを観察する。
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その裏にある要因として発達心理学でいわれる３項関係および共同注意さら
にはミラーニュウロンなどの発見によって、コミュニケーションの基盤とな
る注意の配分に関する知見が控えていると考えられる。
第２の具体的な例として志賀直哉の「城崎にて」の一節の英訳８種（英語
母語訳者５種と日本語母語訳者３種）を比較する。英語母語訳者は原文の２
種類の蜂のグループに均等に注意した英訳ができず、日本語母語訳者は原文
の通りに均等に注意を配分した英訳を行っている。また原文では蜂の移動の
途中で目をそらして庭に咲いている八つ手に視線を移した後で、その八つ手
に群がっている蜂に視線を戻した描写になっているが、英語母語訳者の内で
極端に直訳の傾向がある２人だけが、原文通りの流れになっている。英語ら
しくする傾向のある３人は蜂が飛び立ち、空中を飛んで、八つ手に到着する
のを視線をそらさず、追っている描写になっている。アメリカの文化心理学
者が日本人とアメリカ人の被験者を対象として行った実験では同時に２つの
ことを行うことがアメリカ人学生より日本人学生の方が少しできやすいとい
う結果も得られている。
言語学者はともすれば、文字で表現されたある意味でメモ的な文を対象と
して分析するが、実際の言語行動は口調、ジェスチャーなどを伴う。注意の
配分も言語活動を支える目に見えない必要不可欠なコンポーネントと考える
ことができる。
注意の配分の方策の違いにより、日本語と英語の違いについてさらに追及
できる諸現象を取り上げていく。
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Ⅲ．言語文化研究所 秋季言語文化
セミナー（平成29年度）
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言語文化研究所 秋季言語文化セミナ （ー平成29年度）
１．秋季言語文化セミナーを開催するにあたって
玉井　　暲（言語文化研究所長）
言語文化研究所は、平成29年度の秋季言語文化セミナーの講師に、イギリ
スの英文学者であるジョージ・ヒューズ（George Hughes）先生をお招きし
て、外国語を学ぶ喜びについてご講演をいただいた。
ヒューズ先生は、英文学研究がご専門で、ケンブリッジ大学で Ph. Ｄを取
得されている。日本の幾つかの大学で教鞭を取られたことがあり、東北大学、
大阪大学、広島大学をへて、東京大学では長く客員教授として英文学を教え
られた。現在は、アイルランドのコーク市にお住まいで、英文学や比較文学
の研究、およびフランス現代哲学の翻訳（英訳）などを意欲的に行っておら
れる。
なお、ヒューズ先生のプロフィールを伺うには、『ハーンの轍の中で――
ラフカディオ・ハーン／外国人教師／英文学教育』（平石貴樹・玉井暲共訳、
研究社、2002）が興味深い。
ヒューズ先生の講演は、イギリスでもっとも人気の高い女性作家の一人で
あるシャーロット・ブロンテを取り上げ、シャーロット自身の外国語（フラ
ンス語）修得に関わる苦労とその喜びとその教訓について丁寧に解説を行い
ながら、シャーロットのこの外国語体験が彼女の小説作品の中でいかに描か
れているかを綿密に分析された。そして、シャーロット・ブロンテが直面し
たような、イギリス19世紀の初頭から中期における外国語学習に関わる諸問
題は、決して過去のものではなく、現代の世界の若い人びとにとって、なか
でも日本の学生にとっても共通の重要な課題ではないかと、熱い口調で語ら
れた。
このセミナーは、以下のとおり行われた。
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１．日　時：平成29年10月27日（金）、15：00～17：00
２．場　所：武庫川女子大学中央キャンパス　文学１号館４階　L1‐404
３．講　師： Dr. George Hughes （ジョージ・ヒューズ博士、元東京大学
客員教授）
４．題　目： Charlotte Brontë’s “Second Soul”――Charlotte Brontë and 
the Pleasure of Leaning a New Language――
（シャーロット・ブロンテの「第二の魂」――シャーロット・ブロンテ
と新しい言葉を学ぶ喜び――）
５．司会・コメンテイター： 玉井暲（言語文化研究所長・英語文化学科教
授）
６．講演は英語で行われます。講演要旨は当日日本語のものを配布します。
７．申込方法：参加無料、当日のご参加も歓迎します。 
２．Charlotte Brontë’s “Second Soul”――Charlotte Brontë and the 
Pleasure of Leaning a New Language――
Dr. George Hughes （A Former Visiting Professor at University of Tokyo）
The Synopsis of the Lecture：
In the 1840s Charlotte Brontë, later to become famous as the author of 
Jane Eyre, decided she needed to earn her own living. She resolved to learn 
French and become a teacher. She lived in the north of England, in an 
isolated village called Haworth. Women were not then allowed to study at 
university, and foreign books were difficult to obtain. It is unlikely that she 
had contact with native French speakers and she had to find her own way of 
mastering a foreign language.
Her situation was much more difficult than for us learners today, so how 
did Charlotte Brontë manage? After a short time she went to study abroad, 
in Belgium. This was one of the most important decisions in her life. Aged 
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言語文化研究所 秋季言語文化セミナー（平成 29 年度）
26 she was enrolled in a girls’ school and later became an assistant teacher. 
Living in Belgium gave her insight into what seemed a very foreign culture. 
Her relationships with Belgian people were complex and often difficult, but 
her relationship with one of the teachers there was to become basic material 
for two of her novels, Villette and The Professor.
According to Charlemagne, “To have another language is to possess a 
second soul.” Charlotte Brontë was a strong, independent woman who 
believed passionately in English virtues. Did learning another language give 
her a “second soul”? What did it mean for her to her to move outside her 
circle of family and friends and explore a new language?
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IV．言語文化研究所シンポジウム
「ネーミングのコトバ学」
　　（平成29年度 武庫川女子大学
特別公開講座：共同企画）
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言語文化研究所シンポジウム「ネー ミングのコトバ学」
１．シンポジウム「ネーミングのコトバ学」を開催するにあたって
玉井　　暲（言語文化研究所長）
言語文化研究所は、平成29年度におけるシンポジウムのテーマとして「ネー
ミングのコトバ学」を取り上げた。その主たる理由は、昨年度開催した同テー
マに基づくシンポジウム（平成29年２月18日〔土〕）が大変好評であったため、
今年度も、その第２弾として、同じテーマをさらに発展させる方向でシンポ
ジウムにて検討を行うこととした。
なお、本言語文化研究所のシンポジウムは、恒例により、言文研の研究員
全員が参加して問題提起をすることを旨としている。
「ネーミング」に関わる言語文化は、芸術や学術界から市民の日常生活まで、
あるいは経済活動や法や政治の世界にまで、また最近は、イベントの命名・広
告などの文化活動の世界にいたるまで、人間社会の広範な次元に浸透している。
文学、絵画、音楽、映画、漫画などの芸術にあっては、伝統的、大衆的、
娯楽的といったジャンルを問わず、タイトル、登場人物、地名などに関わる
ネーミングの実行は不可欠である。新しい学問領域や研究分野ができれば、
そのネーミングが重要な問題となる。新しい学説の命名、研究論文のタイト
ル、著書のタイトルなど、学術界にあっては、ネーミングという課題は避け
ることはできない。一般市民の生活の次元にあっても、人名への関心、子供
が誕生した時の命名、ニックネームから、ペットの名前の付け方にいたるま
で、ネーミングはデリケートな問題を含んでいる。新しい企業名や店舗名、
新しく生産された商品の命名などの経済活動から、新しい法律・法規の制定
や新しい国家の誕生など、法や政治の世界にあってもネーミングは慎重を要
する重要な問題である。さらに、最近は、種々のイベントや広告界における
ネーミングも、その文化活動の盛衰に関わる大きな課題となってきている。
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このように、人間がさまざまに異なる次元で広く「創造的」な営みに関わ
ると、不可避的に浮上してくる課題のひとつがネーミングの問題であると言
えるであろう。人間が物理的に新しいものを作り出した場合も、精神的に新
しい文化的なものを創出した場合も、あるいは制度的・社会的に新しい改革
を行った場合にも、必ずネーミングという営みが行われているのである。ネー
ミングに関わる言語文化の世界は、深遠で、一種神秘に満ちた機能を孕んで
いると言って過言ではない。
今年度における「ネーミングのコトバ学」のシンポジウムは、以下のとお
り行なわれた。
日　時：平成30年２月16日（金）、10：30～16：20
場　所：武庫川女子大学中央キャンパス文学２号館　L2‐11教室
プログラム：
　第１部　公開講座　10：45～14：35
　　１「中国語における外国地名の話」　10：45～12：15
　　　　　――柴田清継（言語文化研究所研究員、日本語日本文学科教授）
　　２．「名前の正しさ」　13：05～14：35
　　　　　――冨永英夫（言語文化研究所研究員、英語文化学科教授）
　第２部　公開講座／シンポジウム（討論）　14：50～16：20
　　１．問題提起：ネーミングのコトバ学について
　　　　講師　柴田清継（中国文学・漢文学）
　　　　　　　冨永英夫（英語学・英語教育）
　　２．コメンテイタ―
　　　　　　　玉井　暲（言語文化研究所長・英文学）
　　　　　　　佐竹秀雄（言語文化研究所研究員・日本語学）
　　　　　　　山崎洋子（言語文化研究所研究員・教育学）
　　　　　　　設楽　馨（言語文化研究所研究員・日本語学）
　　　　　　　岸本千秋（言語文化研究所研究員・日本語学）
　　３．申込方法：参加無料、当日のご参加も歓迎します。
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言語文化研究所シンポジウム「ネーミングのコトバ学」
本シンポジウムには、一般市民や、言語文化に関心をもつ専門家から、大
学院生・学生や附属高校の生徒にいたるまで、際幅広い層からの多数の参加
者があり、その評価は期待以上に好評であった。質疑応答も積極的に行われ、
極めて生産的なシンポジウムを展開することができた。
以下、シンポジウムの各パネリストの発表報告／発表要旨は、次のとおり
である。
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中国語における外国地名・人名等の表記をめぐって
柴　田　清　継
はじめに
シンポジウムでは「中国語における外国地名の話」というタイトルで話を
したが、人名や、また場合によっては商品名なども含めた方がいいだろうと
思ったので、文章のタイトルを若干改めた。
古来、中国語の表記では通常、記号としてのアラビア数字やローマ字以外、
漢字しか使われない。したがって、漢字を使わない地域（以下、「非漢字使用地域」
と称することにする）の地名や人名等も漢字で表記されることになるのであるが、
その表記の仕方はどのようであるのかということをめぐって、いくつかの問
題を取り上げ、紹介しようというのが、本稿の意図するところである。
最初に断っておかねばならないことがある。このような問題は、学問領域
で言えば、中国語学に属すると思われるが、筆者はこの方面の専門家ではな
い。したがって、この文章は専門家の書く「論文」ではない。では、何なの
かということになるが、適当な言葉が見つからない。「漫談」（話術演芸ではな
い方の意味）や「談義」（下手の長談義といったような意味での）が近い感じがする。あ
るいは「四方山話」といったところである。大学入学以来、半世紀近く中国
語と付き合ってきて、中国語に関する知識や理解なら、人並み以下ではなか
ろうと思うので、書かせていただくだけである。その点、ご了解いただきた
い。
なお、中国語の発音表記は、中華人民共和国では1958年以来、いわゆる
拼
ピン
音
イン
が用いられ、80年代からは国外でも拼音を使うのが主流になっている
が、中国語を全く学んだことのない人には、より古いウェード式の方が、ど
ちらかと言うと分かりやすいように思われるので、大勢に逆らって気が引け
るが、本稿ではウェード式を用いることにする。声調は表示しない。また、
漢字の字体も、1950年前後以来、漢字文化圏の国・地域間で、簡略化する
D10592_70002492_Ⅳ-2-01柴田清継.indd   37 2018/07/05   15:32:30
－38－
か否か、及び簡略化する場合、どのような形にするかという点で、ある程度
の差異を生じたが、本稿では現在我が国で通行している字体を用いることに
する。
一、中国語における外国地名・人名等の表記の種々相
もともと漢字で表記されない地名や人名を漢字で表す場合、そのやり方は、
大きく分ければ、二通りある。音訳と意訳である。
⑴　意訳
音訳が圧倒的な多数派であるが、先に意訳の例を挙げてみよう。
Red Sea ⇒紅海（hung hai）、Black Sea ⇒黒海（hei hai）、
Mediterranean Sea ⇒地中海（ti chung hai）
これらは日本語にも入っている。また、次のようなものも挙げられる。
Long Beach１⇒長灘（ch‘ang t‘an）、Pearl Harbor ⇒珍珠港（chen chu 
kang）、Cape of Good Hope ⇒好望角（hao wang chiao）、Oxford ⇒牛
津（niu chin）、Port-au-Prince２⇒太子港（t‘ai tzǔ kang）
⑵　音訳
シンポジウムでは、音訳のものを三つに分類して例を挙げた。まず、呉音
や漢音等、日本語での漢字の音読みを駆使すれば、見当のつきそうなものを
A として挙げた。
A ①甘地（kan ti）⇒ガンジー、②利馬（li ma）⇒リマ、③馬来西亜（ma 
１　カリフォルニア州南部の港湾都市。
２　ハイチのポルトープランス（フランス語）。王子の港の意。
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中国語における外国地名・人名等の表記をめぐって
lai hsi ya）⇒マレーシア、④悉尼（hsi ni）⇒シドニー、⑤美利堅（mei 
li chien）⇒アメリカ、⑥居里（chü li）⇒キューリー（夫人）、⑦加
拿大（chia na ta）⇒カナダ
中国語では、単母音は長めに発音するので、⑥など、それに合わせて「キョー
リー」と発音すると、ますます見当がつきやすくなる。⑤は “American” を
音訳したものであるようだ。“me” にアクセントがあって、その前の “a” の
音が相対的に弱まって聞こえるためか、この音が中国語の音訳では反映され
ていない。“Russia” の前には他の音はないのに “ê”（「エ」と「オ」の中間のような音）
をかぶせて「俄羅斯（ê luo ssǔ）と音訳されているのと対照的である３。
B は、中国音で読まないと見当がつかないと思われる語群である。例を挙
げよう。
B ①科隆（k‘ê lung）⇒ケルン、②巴黎（pa li）⇒パリ、③尼斯（ni 
ssǔ）⇒ニース、④舒曼（shu man）⇒シューマン、⑤阿薩姆（a sa 
mu）⇒アッサム、⑥卡拉奇（k‘a la ch‘i）⇒カラチ、⑦西雅図（hsi 
ya t‘u）⇒シアトル、⑧達拉斯（ta la ssǔ）⇒ダラス、⑨蘭開夏（lan 
k‘ai hsia）⇒ランカシャー、⑩丹聶耳（tan nieh êrh）⇒ダニエル、⑪
黒格爾（hei kê êrh）⇒ヘーゲル、⑫莫泊桑（mo po sang）⇒モーパッ
サン、⑬羅西尼（luo hsi ni）⇒ロッシーニ、⑭格列哥（kê lieh kê）
⇒グレコ、⑮哈密頓（ha mi tuen）⇒ハミルトン、⑯曼徹斯特（man 
ch‘ê ssǔ t‘ê）⇒マンチェスター、⑰薩拉薩蒂（sa la sa ti）⇒サラサー
テ、⑱斯美塔那（ssǔ mei t‘a na）⇒スメタナ、⑲門徳爾松（men tê 
êrh sung）⇒メンデルスゾーン、⑳披頭四〔士〕（p‘i t‘ou ssǔ〔shih〕）
⇒ビートルズ
中国語の少なくとも標準語（中華人民共和国では「普通話」と称し、中華民国では「国
３　言うまでもないことながら、わが国でも江戸時代、ロシアを「オロシヤ」と呼んでいた。
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語」と称する）には、濁音のように聞こえる音がほとんどないので、⑧ダラス
は「ターラースー」のような、⑪ヘーゲルは「ヘイコーアル」のような音に
なる。面白いのは⑭で、スペイン語で書けば、“El Greco” で、“g” と “c” には、
日本風に言えば、濁音と清音の違いがあるのに、中国語で当てられている
「格」と「哥」は同じ発音の字である。
その他、ある程度の数の例を眺めていると、よく見かける字があることに
気づくようになるのではないだろうか。例えば「尼」「斯」「拉」「西」など
である。「爾」も出現頻度が高く、“-l” も “-r” も区別なく、この字が当てら
れる。⑪ “Hegel” と⑲ “Mendelssohn” は、いずれも “-l” に当てたものである。
“-r” に当てた例を追加しておこう。
ザール（Saar）⇒薩爾（sa êrh）、
ラホール（Lahore）⇒拉合爾（la ho êrh）
ところで、⑩ “Daniel” はなぜ「耳」で終わっているのか。実は「耳」も「爾」
も同じ発音である。中国には、後に中華人民共和国の国歌となる「義勇軍行
進曲」を作曲した聶耳（1912-35）という作曲家がいる。ひょっとすると「丹
聶爾」と「丹聶耳」の二通りあったのが、この作曲家の名声の影響で、後者
の書き方が大勢を占めるようになったのかもしれない。
なお、⑳「披頭四〔士〕」は「髪を振り乱した四人〔男〕」と解釈できるの
で、単なる音訳ではない。これについてはまた後で触れることにする。
C は中国語の標準語音で読んだのでは見当のつきにくいものである。
C ①華聖頓（hua shêng tuen）⇒ワシントン、②夏威夷（hsia wei yi）
⇒ハワイ、③丹麦（tan mai）⇒デンマーク、④匈牙利（hsiung ya 
li）⇒ハンガリー、⑤葡萄牙（p‘u t‘ao ya）⇒ポルトガル、⑥紐約（niu 
yüeh）⇒ニューヨーク、⑦墨西哥（mo hsi kê）⇒メキシコ
これらは広東語音で読むと、原音に近くなる。それぞれの広東語音を中嶋
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幹起著『現代広東語辞典』４に基づき、示してみることにする。なお、声調
は表示しない。
① wah sing deuhn  ② hah wai yih  ③ daan mahk  ④ hung ngah leih
⑤ pouh touh ngah  ⑥ nau yeuk  ⑦ mak sai go
①や②は、広東語音の方が標準語音よりもはるかに原音に近い。③⑥⑦も、
それぞれ “mahk” “yeuk” “mak” の部分に広東語の有利さが表れている。現代
中国語の標準語音では、“-n” “-ng” 音以外はすべて開音節（すなわち母音終わり）
であるため、閉音節の多い言語（language）の語（word）を音訳するのにあ
まり向かない。その点、中国語の七大方言のうち、標準語のバックグラウン
ドである北方方言から地域的に最も遠い広東方言には、柳田国男が提唱した
方言周圏論が当てはまるのだろうか、かつては北方にもあった “-p” “-t” “-k”
のいわゆる入声音や “-m” 音が今も残っている。③⑥⑦の音訳は、広東語の
“-k” 音が生かされた例である。
荒川清秀氏に「中国語の外来語の音訳語というのは、広州から上海までの
沿海地方を経て入ることが多い。そこで使われていることばは広東語、福建
語、閩南語であり、これらの方言の音を考慮する必要がある。」との指摘が
ある５が、確かに明から清朝末期にかけて中国が海禁政策をとっていた時代
にも対外（対欧米）的な窓口の役を務めていた広東地方の人たちが最初に音訳
して、その後、他の地域にも伝わって定着し、定着するとともに中央の発音
で読まれるようになった言葉の典型が、③⑥⑦などであろうと考えられる。
比較的新しい音訳語としては、マクドナルド⇒「麦当労」がある。広東語で
は “mahk dong louh”、標準語では “mai tang lao” である。
なお、上引の A の⑤の「堅」、⑥の「居」、⑦の「加」も、広東語音で読
んだ方が原音に近い。それぞれ “gin” “geui” “ga” である。
４　中嶋幹起著『現代広東語辞典』、大学書林、1994年。
５　荒川清秀「外国地名の意訳―「剣橋」「牛津」「聖林」「桑港」―」、『文明21』第5号、2000年、
100～101頁。
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⑶　意訳・音訳混合型
意訳と音訳が混合したものもある。例を挙げよう。まず、意訳＋音訳型から。
ノーサンプトン（Northampton）⇒北安普敦（pei an p‘u tuen）、サウサ
ンプトン（Southampton）⇒南安普敦（nan an p‘u tuen）、ニュージー
ランド⇒新西蘭（hsin hsi lan）、ニューデリー⇒新徳里（hsin tê li）、ノ
ボシビルスク６⇒新西伯利亜（hsin hsi po li ya）
なお、欧米語系の“Saint”―や“San”―や“Sant”―等の地名は、「聖」（shêng）
の字で始まる形で訳される。この字は標準語のバックグラウンドである北方
でも、若干なまって “sêng” と発音する人が少なくない。そうすると、フラ
ンス語の “saint”（「サン」のような音）やスペイン語の “San” と結構似てくる。
だから、意訳なのであろうが、結果的に音訳のようにもなっているわけであ
る。例を挙げておこう。
サンパウロ⇒聖保羅（shêng pao luo）、セントルイス⇒聖路易斯（shêng 
lu yi ssǔ）
ちなみに、スターバックス（Starbucks）⇒ “ 星巴克 ”（hsing pa k‘ê）も、
この意訳＋音訳型に属する。
次に、音訳＋意訳型。
オクラホマシティー⇒俄克拉荷馬城（ê k‘ê la ho ma ch‘êng）、
ポートサイド（Port Said）７⇒賽得港（sai tê kang）
中国語の「城」には「町、都市」の意味もある。その他、フランスのスト
ラスブール（Strasbourg）やドイツのハンブルク（Hamburg）の“bourg”と“burg”
６　ノボシビルスクは、英語表記 Novosibirsk。新しいシベリアの町の意。
７　エジプトの都市。
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は、町とか城とかいう意味で、語源を同じくするが、中国語ではこれに「と
りで」とか「小城」とかいう意味を持つ「堡」（pao）の字を当てて訳すのが
普通である。これも音訳的な要素を含んでいる。
ストラスブール⇒斯特拉斯堡（ssǔ t‘ê la ssǔ pao）、
ハンブルク⇒漢堡（han pao）８
フィラデルフィア（費拉徳爾菲亜 “fei la tê êrh fei ya”）やカリフォルニア
（加利福尼亜 “jia li fu ni ya”）のように、全部を言おうとすると長くなるから、
端折って「費城 “fei ch‘êng”」とか「加州 “jia chou”」とか称するというよう
なケースもある。音訳の省略形＋意訳ということになるだろうか。
その他、ウェストバージニア州を「西仏西吉尼亜州」（hsi fo hsi chi ni ya 
chou）と言うのなどは、意訳＋音訳＋意訳型である。ロシアのサンクトペ
テルブルクを「聖彼得堡」（shêng pi tê pao）と称するのは、上述の「聖」
と「堡」と、二つの字が同時に使われた例であるが、これもこの型と言える
かもしれない。
⑷　慣用による呼称
意訳でも音訳でもない、慣用による呼称もある。例えばサンフランシスコ
を「旧金山」（chiu chin shan）と称し、ホノルルを「檀香山」（t‘an hsiang 
shan）と称するたぐいである。前者は1849年に起こったカリフォルニア・
ゴールドラッシュにちなんだ名称だといい、後者はこの地で採れる「檀香」
（ビャクダン）がかつて大量に中国に運ばれたからだという。なお、「旧金山」
という名称があるということは、「新金山」もあるわけで、それは1850年代
にゴールドラッシュが起こったメルボルンのことである９。
特殊な例として、かつてノーベル文学賞を受賞したアメリカ人女性作家
８　ちなみに、ハンバーガーは「漢堡包」である。中国語ではパンを「麵包」という。
９　サンフランシスコは「聖弗蘭西斯科」（shêng fu lan hsi ssǔ k‘ê）、ホノルルは「火奴魯魯」（huo 
nu lu lu）、メルボルンは「墨爾本」（mo êrh pen）とも、それぞれいう。
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パール・バック（Pearl Buck, 1892-1973）が中国人に対しては「賽珍珠」（sai 
chen chu）と名乗り、かつそう呼ばれてもいたことを紹介しておこう。パー
ル・バックは、生後３カ月で宣教師の父、及び母とともに中国に渡り、英語・
中国語のバイリンガルとして育った。「珍珠」はもちろん “Pearl” から、「賽」
（中国にこの姓あり）はミドルネームの “Sydenstricker” から来ているようだ。
ところで、サンフランシスコを「旧金山」と称するのや、ソウルをかつて
「漢城」と称していた10のを意訳に分類する向きがある11が、これは一考を要
する。もともと San Francisco という語には「旧金山」、すなわち古い金山
という意味はないはずであり、ソウルは本来「都」や「首都」の意味の韓国
語であるらしいが、「漢」（ソウル市内を流れる漢江）の意味までは含んでいない
はずである。したがって、これらの中国語は慣用による呼称または名称とで
も称すべきものであると筆者は考える。
⑸　その他
他に一言しておきたいのは、聖書の人名に由来する各国語の人名は、少々
発音が異なろうとも、同じ呼称が与えられることである。「約翰」（yüeh 
han）と音訳されるヨハネを例に挙げよう。我が国ではヨハン・フォン・ル
クセンブルク（ドイツ）とか、ジャン２世（フランス）とか、ヤン３世（ポーランド）
とか、グウェン・ジョン（イギリスの女性作家）とか、別々の呼ばれ方をする人々
が、中国語では斉しく「約翰」と称される。「ヨハネ」と聞けば神聖な感じ
を受け、「ジョン」だとどこかの家の飼い犬を連想する（ジョンさんには失礼）
ことさえある筆者には、とても面白い言語現象である。
ちなみに、先日訪れた上海で、「棒　約翰」という屋号の店を見かけた。
帰国してから調べてみたら、“PAPA JOHNS” というアメリカで人気のピザ
屋だった12。
10　ソウルは現在では「首爾」（shou êrh）が正式な中国語名称となっているようである。
11　例えば陣内正敬・田中牧郎・相澤正夫編『外来語研究の新展開』（おうふう、2012年）中の荒
川清秀氏執筆「中国における外来語受容の歴史的・地域的変異」119頁。
12　「棒」（pang）は「すごーい」のような意味のよく使われる言葉である。“PAPA” の “PA” に合わ
せた語か。
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その他、欧米のファーストネームで、同じ呼称が与えられるものとして、
カルロス・チャールズ・シャルル⇒「査理」（ch‘a li）、ウィレム・ウィルヘ
ルム・ウィリアム⇒「威廉」（wei lien）などもある。
二、外国地名・人名等表記のスタンダーダイゼーション（標準化）の歴史について
ところで、中国語における非漢字使用地域の地名・人名等の表記には、
「尼」「斯」「拉」「西」「爾」などの字の出現頻度が高いという指摘をしたが、
その後挙げてきた例も含めて付け足せば、「利」「蘭」「徳」「亜」「里」「馬」
「克」「特」などもよく見かける字である。
“ni” を例に挙げるなら、この発音の漢字は、「泥」「怩」「擬」「逆」「匿」「睨」
「溺」「昵」等、相当数あるのだが、「尼」以外の字が使われることは、ほと
んどないと言ってよい。非漢字使用地域の地名・人名等の表記には、数ある
同音異字の中からごく一部の字だけが使われる傾向がある。
「約定俗成」（『荀子』正名篇）ともいうように、言葉に関する様々な事柄は、
習慣として広まっていく自然なプロセスの中で、その形ができあがっていく
ものだと言えるだろうが、中国では非漢字使用地域の地名・人名等の表記に
ついては、これまである程度、かくあるべしとの方向づけが行われてきた。
このことについて、筆者の把握した範囲内で、簡単な紹介を行ってみたい13。
中華民国時代の1924年に商務印書館から、何崧齢・余祥森・夏粋若編『標
準漢訳　外国人名地名表』という書物が出版されている14。その何崧齢によ
る「序」の冒頭に、次のようなことが記されている。
　外国の人名・地名には、これまで一定の訳し方がなく、その混乱の弊
害が日増しに深刻になり、学問をする者は困っている。本書の目的は、
このような弊害を解決することにある。換言すれば、訳名の統一を図り、
学問をする者に少しでも時間と精力を節約させてやるということである。
13　ただ、冒頭に述べたとおり、筆者はこの道の専門家ではないから、あくまでも筆者が把握した
範囲内で行うだけである。遺漏が多いことと思う。
14　1975年、汲古書院から影印版が発行されている。今、これに拠る。
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　統一の方法は次のとおりである。
　一、既に通用しているものは、それに従う。
　二、通用程度が同程度であれば、訳音の適切な方を選択する。
　三、これまでに既に数種類の訳があるにもかかわらず、いずれも通用
するに至っておらず、且つ訳音も適切でないものについては、あらため
て一定の基準に基づき訳をやり直す。
　四、これまでに訳されていない固有名詞や、新たに発生した固有名詞
は、一定の基準に基づき訳を行う。
これらのうち、三と四については、さらに次のような説明が施されている。
　我々はまず「西洋語訳音凡例」を取り決め、次にその「凡例」に基づ
き、「西洋語訳音総表」を作成した。――すなわち、欧米語の音素ごと
に発音の見合う漢字を選び、それを標準訳字とした。
筆者が「西洋語」と訳した原語は「西文」であるが、主に英語を指してい
るようである。「西洋語訳音凡例」以下の部分では、例えば “father” の “a”
には「国音」（中国語音）の “a” の音を、“boy” の “b” には「国音」の “p” の音
をそれぞれ当てる15といったことを示す「英漢韻母対照表」と「英漢声母対
照表」16が掲げられ、その後に続く「訳音分表」二～三十五の中で、例えば「国
音」の “ch‘ih” を当てた英語音の訳字は「赤」、“pa” を当てた英語音の訳字
は「巴」といったように、標準的な用字が示されている。
管見に入った資料で次に古いのは、中華民国の国立編訳館編訂『中華民国
四十四年八月教育部公布　外国地名訳名』（台湾商務印書館、中華民国四十六年初版）
15　「国音」は注音符号（注音字母）で示されているが、印刷の都合を配慮するとともに、理解の
便宜も考慮し、ウェード式のローマ字に置き換えて示す。
16　中国語の音節は、S（音節）＝ I（声母）＋ M（介音）＋ V（主母音）＋ E（韻尾）で表される。
このうち、〔M ＋ V ＋ E〕を韻母という。以上、中国語学研究会編『中国語学新辞典』（光生館、
1969年）95頁の説明文による。声母は「語頭子音」と理解すればいいだろう。韻母は必ずしも
母音とイコールではない。なぜなら、“-n” や “-ng” の韻尾が加わるものも含むからである。
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である。国立編訳館とは、1932年に設立された、中華民国の学術・文化の
書籍の編集・翻訳を行う行政部門で、教育部（日本の文部科学省に相当）に属する。
この本は、その名の通り、外国の地名の訳名をずらっと並べたものであるが、
我々としては、王鳳喈・陳可忠両氏による「序」の中で回顧されている、抗
戦期・内戦期を挟んだ20数年にわたる中華民国の外国地名翻訳の道程の方
に目を向けておきたい。
両氏は、
国立編訳館は抗戦期（中華人民共和国の概念規定を適用すれば、1931年～1945年。―
筆者）に既に外国地名の整理・規定17に着手した。1943年、政府は、当時
の軍事情勢から見て、外国地名の訳名の統一に喫緊の必要性があること
に鑑み、軍政部・内政部・教育部合同で地名訳名委員会を組織するとと
もに、教育部がこれを主管するよう発令した。初期には国立編訳館が中
心となり、既に収集していた外国地名を基礎にして大幅な拡充を行うと
ともに、世界各地を若干の地域に分け、まず東南アジア地域の地名訳名
の統一に重点を置いた。抗戦勝利（1945年）後は、この事業は国立編訳館
から中国地理研究所に移管された。…
云々と、その歩みを振り返っている。1943年に特に外国地名訳名の統一の
必要性が課題とされたことや、東南アジアの地名が優先事項となったことな
ど、その原因を究明する必要があるかと思われるが、我々としてはとりあえ
ず、「外国地名訳名の統一」ということが中国においてはこれほどの大問題
だったという点を確認しておけばいいだろう。
次に、1989年に出版された張達聡氏の『翻訳之原理与技巧』18を取り上げ
てみたい。翻訳全般について述べた本であるが、全15章中の第12章が「音
訳之技巧」で、筆者の関心事に対応する内容である。張達聡氏は英・仏・独・
17　原文が「外国地名之釐訂」であるため、「外国地名の整理・規定」と訳したが、外国地名の訳
語の整理及びその基準設定を言おうとしているものと考えられる。
18　張達聡『翻訳之原理与技巧』、国家出版社、1989年。
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西・伊・日等、多くの外国語に堪能な人であることが、文中から読み取れる
が、人名・地名の音訳においては何よりも〈原音にできるだけ近く〉という
ことを重視している。一例を挙げれば、ソルジェニーツィン（Solzhenitsyn）19
という人名の音訳を５段階に分けて説明している。「訳名最佳者」（最優秀）は
「索忍尼岑」（suo jen ni ts‘en）で、以下、「次佳者」「佳者」「尚可者」と来て、
「欠妥者」（不適切）としては「蘇沢尼欽」（su tse ni ch‘in）、「蘇参尼曾」（su 
ts‘an ni tsêng）の二つが挙げられている20。
さて、張氏も、外国人名・地名の翻訳に当たって最も大事なのは「一致化」
（unification）と「標準化」（standardization）の追求だとし、この点につい
ては国立編訳館が責任をもって「外国人名詳編」と「外国地名詳編」を編纂
して、教育部から公布し、書店で発売して、各界の人士に提供して参考の用
に供し、訳音の統一を図るよう希望している。そして、20数年前（1960年代と
いうことになる）、中華民国の新聞編集者協会が「訳名統一委員会」を組織し、
漢訳外国人名・地名の統一に向けて、「外国人名・地名漢訳公約」を制定し、
これへの準拠をマスコミに要請して、顕著な効果を挙げてきたとして、その
公約の全文を引用している21が、長くなるので、省略させてもらう。
以上、中華民国での状況を抗戦期から内戦期を経て、大陸との分裂後の時
期に至るまでの範囲でざっと眺めてきたが、分裂後の大陸、すなわち中華人
民共和国の人々にとっても、外国人名・地名の漢訳は重要な問題であったこ
と、言うまでもない。筆者は中華人民共和国側の資料も一定数調べてみたが、
問題意識の在り方に中華民国側と特段の差異が見出せるわけではない。
ただ、若干興味深い資料に触れたので、それを紹介しておきたい。新華通
訊社訳名室編『翻訳参考資料　英語姓名訳名手冊（第四版）』22巻頭の「説明」
のうちの第８条である。以下に引くのは、1984年に出版された第二次修訂
本をどのように改訂したかを述べている中の一節である。
19　1970年にノーベル文学賞を受賞した旧ソ連の作家の名。
20　同書453頁。なお、「参」と「曾」には、それぞれ “shên”、“ts‘êng” の音もあり、これらの音が
意図されていた可能性もある（特に「参」は）。
21　同書469～471頁。
22　新華通訊社訳名室編『翻訳参考資料　英語姓名訳名手冊（第四版）』、商務印書館、2004年。
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中国語における外国地名・人名等の表記をめぐって
第四版で収集した女性のクリスチャンネームには、できるだけ女性名の
特徴を持つ漢字を選んで使った。例えば “Chris” は、男性名であれば「克
里斯」、女性名であれば「克麗絲」と、それぞれ訳した。（中略）第二次
修訂本で女性名の特徴が表せていなかった女性のクリスチャンネームに
は、今回適切な改訂を行った。例えば “Christy” はもと「克里斯蒂」と
訳されていたが、今回「克麗絲蒂」に改めた。また、第二次修訂本で男
女通用としたクリスチャンネームも区別し、例えば “Hillary” はもと「希
拉里」と訳し、男女通用とされていたが、今回は男性名には「希拉里」
を用いるものの、女性名は「希拉麗」と訳した23。
用字から男女の区別がつけば確かに便利ではあろうが、女性名に女性のみ
に特定した期待を込めたような字を使うのは、ジェンダーの視点から見ると
問題を含むのではないだろうか、というのが筆者の感想である。
おわりに
以上、中国語における外国地名・人名等の表記をめぐる四方山話をしてき
た。これまでの話との関連で、もうしばらく下手の長談義を続けさせていた
だこう。
仮名という便利な表音文字を持っているわが国でも、外国地名・人名等の
表記の統一には一定の取り組みが行われてきた。明治35年（1902）の『官報』
第5811号には「附録」として「外国地名及人名取調」なる報告24が掲載され
ている。この年の２月、坪井九馬三（東京帝大教授）ら５名の教授に「外国
地名及人名ノ称ヘ方及書キ方取調ヲ命シ師範学校中学校高等女学校程度ノ地
23　「克里斯」「克里斯蒂」「希拉里」の中国語音は “k‘ê li ssǔ”、“k‘ê li ssǔ ti”、“hsi la li”。いずれも
女性名は声調を除けば、発音は異ならない。なお、「希拉里（麗）」は「シーラーリー」のよう
な発音になる。音の種類の比較的豊富な中国語ではあるが、標準語には “hi”“ki” のような音が
ない。“hi” には「希」の字が当てられることが多い。例えば、“Hilton” ⇒「希爾頓」、“Hitler”
⇒「希特勒」など。ちなみに、「希」の広東語音は “hei”。
24　『官報』第5811号附録、明治35年11月15日。
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理歴史教授用外国地名及人名ノ称ヘ方及書キ方取調ヘシメタ」のに対し、教
授たちが復命してきた32頁に及ぶ報告書である。大部分の地名・人名が片
仮名表記であるが、「黄金海岸」（Gold Coast）のように全部漢字のものや、
「ケープ植民地」（Cape Colony）のように平仮名・漢字混合のものや、「ア
デン〔阿丹〕」（Aden）のように片仮名の後に漢字表記を補足したものも、
一部ある。
ただ、実際にはこの頃のわが国では、外国の地名・人名等の表記では、全
部漢字表記というのが優勢であったようである。たまたま目に入った同じこ
ろの『官報』に「外国貿易月表抄」という報告があり、地名は「フヰリッピ
ン諸島」以外、すべて漢字で記されている25。ただ、一部、中国での漢字表
記とは異なるものもある。我が国における外国地名・人名等の漢字表記の実
際については、『宛字外来語辞典』26がこの方面のたくさんの用例を集めて
いて、大いに参考になる。そして、それらには日中共通、さらには日中韓共
通（語の全体もしくは一部）のものも少なくない。〈中国から日本・韓国へ〉、
〈日本から韓国へ〉、〈それぞれ別個〉の３パタンのいずれかに分類できると
思われるが、三者間、とりわけ中日間の微妙な影響関係は、一度本腰を据え
て調査・考察するに値する問題かもしれない。
四方山話をもう少し続けよう。中国から見れば、日本も外国。日本の地名
や人名はどう称するのか。答え⇒「中国音で発音する」のである。例を挙げ
よう。
兵庫県西宮市池開町　　鳴尾花子
⇒ ping k‘u hsien hsi kung shih ch‘ih k‘ai ting　　ming wei hua tzǔ
韓国の地名・人名も同様で、およそ漢字で書かれる地名・人名はすべて中
国語読みするのである。そして、この〈およそ漢字で書かれる地名・人名は
25　『官報』第5815号、明治35年11月20日。
26　宛字外来語辞典編集委員会編『宛字外来語辞典』、柏書房、1979年。
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中国語における外国地名・人名等の表記をめぐって
すべて中国語読みする〉という原則は、公式には標準語音でなされるため、
意外にも中国国内で面白い現象が起こることになる。例えば、香港は対外的
には地元の広東語音を反映した Hong Kong という名称で通っているのだが、
中国国内での公式な発音は “hsiang kang” で、中華人民共和国での対外的な
ローマ字表記は “Xianggang” である。上海も同様で、地元では上海語（呉方言）
の “sang he” なのに、公式な発音は “shang hai” である。いずれも、ヨーロッ
パの A という個別言語と B という個別言語との差よりも大きくなることさ
えある中国語内の方言間の差のため、このようなことが起こるのである。
シンポジウムではもう一つ、
イギリス⇒英吉利（ying chi li）、ドイツ⇒徳意志（tê yi chih）、
フランス⇒法蘭斯（fa lan ssǔ）、アメリカ⇒美利堅（既出）
などのように、中国では外国の地名や人名等にはおおむねプラスイメージの
字を当てる傾向がある27という話をした。これは、清末民初、数多くの西洋
の書物を翻訳・紹介した厳復（1854～1921）以来の伝統だろうと思われる。彼
は翻訳における「信・達・雅」ということを唱えた。「信」は原文に対して
忠実であること、「達」は流暢な訳であること、そして「雅」は文章的な美
しさである28。
また、わが国で通用してきた外国地名の漢字表記と比べた場合、感じられ
るのは、漢字の持つ意味への配慮もしくは重視の度合いが高いようだという
ことである。「一人だけ外れてしまっている」と解せないこともない「独逸」
とか、仏教にはあまり関係のなさそうなのに「仏蘭西」とか、米よりも小麦
の方を主食としていそうなのに「米国」とか、的外れな当て方の漢字表記を
採用してきた日本人に比べて、中国人には漢字の持つ意味の比重がもっと大
27　「不丹」（ブータン）、「非洲」（アフリカ）のように、ネガティブな、ある意味、失礼な文字面
のもないわけでないが。
28　張達聡氏前掲書第一章、第二節、第二項「厳復之「信達雅」説」、及び莫邦富『中国ビジネス
はネーミングで決まる』（平凡社新書、2008年）68頁。
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きいのだろうと思われる。
漢字の意味への配慮は、時として、並べた複数の漢字により何らかの意味
を成立させようという工夫にもつながっていく。髪を振り乱した四人〔男〕
という意味に解釈できる上述の「披頭四〔士〕」（ビートルズ）は、まさしくそ
のような音訳語の一つである。そして、何らかの意味が読み取れれば覚えや
すくなるから、この方向での工夫が外国商品の音訳の際、いっそう念を入れ
て行われることになる。この方面の傑作は、
ベンツ⇒奔馳（pen ch‘ih）、コカコーラ⇒可口可楽（k‘ê k‘ou k‘ê lê）、
サントリー⇒三徳利（san tê li）
等、枚挙にいとまがない。原語の意味とは関係なく、中国人に覚えやすく、
インパクトのある名称を創るのである29。シャープの中国名を「夏普」（hsia 
p‘u）としたのは、中国全土に普及させようという願いが込められているの
ではないかと、筆者には思われる。「夏」は中国最古の王朝とされ、中国全
体を指す語として使われるからである。
ビジネスの世界では、「松田」という名称でもよかったマツダを「馬自達」
（ma tzǔ ta）としたように、何よりも消費者に少しでも大きなインパクトを
与えようとして、しのぎが削られている。莫邦富氏は、その著『中国ビジネ
スはネーミングで決まる』の中で、香港では「平治」（p‘ing chih）、台湾で
は「賓士」（pin shih）と称されていたベンツが、「中国大陸」（香港等の特別行
政区を除く中華人民共和国の大部分の地域）に進出した時、「奔
ベン
馳
チー
」という新たな漢
字ブランド名を武器にした事例を紹介している30。
莫邦富氏は、ネーミングは中国ビジネスの成否を左右しかねないほど重要
なものだとの考えから、2003年、博報堂と共に「中国語ネーミングプロジェ
クト」を始めた人である。プロジェクトの詳細は、博報堂の筧裕介氏との共
29　我が国の企業名「サントリー」の本義は未詳。
30　莫邦富氏前掲書35～36頁。
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中国語における外国地名・人名等の表記をめぐって
著『中国語ネーミング開発ハンドブック　中国人に受容されるネーミングの
つくり方』31の中に詳しく紹介されているが、その資料編に掲載されている、
80頁余にも及ぶ「商品カテゴリー別好印象漢字」、「各音別対応漢字と使用
例」の部分を見ていると、これまた漢字表記のスタンダーダイゼーションの
試みの一つと捉えていいのではないかと思われる。そして、それがビジネス
と結び付いているところに時代の特徴が表れていると感じられるのである。
31　博報創名プロジェクト莫邦富・筧裕介著『中国語ネーミング開発ハンドブック　中国人に受容
されるネーミングのつくり方』、日本能率協会マネジメントセンター、2005年。
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名前の正しさ―言語と思考及び世界との関係について考える―
冨　永　英　夫
キーワード：名前の正しさ　言語本性説　言語慣習説　言語の恣意性
この講義は、「名前の正しさ：言語と思考及び世界との関係について考え
る」という、少したいそうなタイトルでお話をさせていただくことになって
おります。大学の授業というものは、私の考えでは、明確な答えがあること
をある種の知識として伝えるものではありません。もちろんそういった部分
がまったくないとは申しませんが、それはあくまで前振りであって、最も大
事な点は、答えが明らかでないことを提示して、そのことに関して、さまざ
まな角度から、一緒に考えることであると思うわけです。したがいまして、
とりあえずは私なりの考えを述べさせていただきますが、それはあくまで考
えるためのきっかけでありまして、それに関してみなさんがそれぞれの頭で
考えていただくことが何よりも重要であると考えております。
「名前の正しさ」というタイトルの「名前」という語が何を意味するかで
すが、通常「名前」と言いますと、個体に対して与えられる名前、すなわち
固有名詞、例えば、犬であれば、少し古いかもしれませんが、「ポチ」や「シ
ロ」、「クロ」、猫であれば「タマ」や「ミケ」のことを指すことが多いと思
いますが、今回は、それだけでなく、種や類に対して与えられる名前、すな
わち普通名詞、例えば、「犬」や「猫」のことも含むということをお断りし
ておきたいと思います。また、「正しさ」という語が何を意味するかですが、
これがまさに本日のテーマで、言語哲学的な意味での正しさであるわけです
が、子どもや孫の名前のつけ方の良し悪しとは、まったく無関係ではありま
せんが、基本的にあまり関係ありません。
では、まず、私たちの素朴な体験に基づいた話から始めたいと思います。
日本語に、「名は体を表す（なはたいをあらわす）」ということわざがありま
すね。インターネットにある『故事ことわざ辞典』（http://kotowaza-
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allguide.com/na/nawataiwoarawasu.html）には、次のような記述がみられます。
名は体を表す：名前はその物や人の性質や実体をよく表すものだということ
物や人の名前は、その中身や性質を的確に表すことが多いということ
体（たい）とは、本質、実体の意味、「名は態を表す」と書くのは誤り
類語に、名実一体（めいじついったい）、名詮自性（みょうせんじしょう）
中国語に、名若其人（míng ruò qí rén）
英語に、Names and natures do often agree.（名前と性質はよく一致する）
このようなことわざがあるということは、日本語には、あるいは日本の文化
には、名前とそれが指示するものには関係があるという考えが存在すること
がうかがえます。もちろんそういうことわざがあるというだけで、名前とそ
れが指示するものには関係があるのだと断定することはできません。通常は
そうではないからこそ、ことわざとして使われるということもあるからです。
実際には、「健一」君が必ず健康な人であるか、「賢一」君が必ず賢い人であ
るか、そう言ったら、必ずしもそうではないでしょうが、そう言えば、友だ
ちに「健一」君がいたけれども、確かに健康な人だったとか、「賢一」君が
いたけれども、賢い人だったとか、そういったことはあるかもしれません。
また、本人は、毎日「健一」または「賢一」と呼ばれ続けていると、健康に
なった気がしたり、賢くなった気がしたりするようになるかもしれません。
親が命名するときに、どういう名前がいいか、あれこれと考えるのも、そう
いう人であってほしいと願っているからでしょう。ただ、それだからと言っ
て、親は、名前と子どもに必然的な関係があると確信することはないでしょ
う。調査があるのかどうか知りませんが、名前によって、その人が健康か賢
明かに関して影響があるという結果は示されていないのではないでしょうか。
健一君は健康？
賢一君は賢明？
また、日本語には、あるいは日本の文化には、「言霊（ことだま）」という考
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え方があります。言霊とは、一般的には言葉に宿ると信じられた霊的な力の
ことのようですが、これも名づけの問題とは少し違うかもしれませんが、言
葉と現実世界との間には関係があるかもしれないことを示唆しています。佐
佐木隆（2013）は次のように指摘しています。
「言（こと）」はもともと「事（こと）」と同じ語だったというのが、近
世の国学者や国粋主義者たちの見解である。同じ語だったということは、
古い「こと」という語には、後世には区別された「言」と「事」の両義
があったということである。古代の文献に見える「こと」の用例には、
「言」「事」のどちらにも解釈できるものが少なくなく、それらは両義が
未分化の状態にあるものだと見ることができる。現代の研究者の多くは、
「言」と「事」とは同源の語だとする見解を妥当なものだと認めている。
逆に、外国語を学び始めてすぐに経験することですが、日本語では食事を
したり、書き物をしたりするときに使うものを「机（つくえ）」と呼びますが、
どう見ても同じと思われるものを英語では「デスク」あるいは「テーブル」
と言うということを知ります。つまり、この場合は「言」と「物」との関係
になりますが、ある表現とそれが指し示す物との関係は、必然的なものでは
ないことに気づくわけです。これは外国語だからと納得できるかもしれませ
んが、同じ日本語でも、地方によって、同じ種類の魚のことを違った名前で
呼ぶことがあります。例えば、最終的には鰤と呼ばれる出世魚が、関東では、
モジャコ→ワカシ→イナダ→ワラサ→ブリと、出世していくのに対し、関西
では、モジャコ→ツバス→ハマチ→メジロ→ブリとなるようです。
関東では、モジャコ→ワカシ→イナダ→ワラサ→ブリ
関西では、モジャコ→ツバス→ハマチ→メジロ→ブリ
また、最近のニュースで知ったことなのですが、平昌オリンピックの北から
の特使の訪韓を取り上げた、韓国の中央日報のインターネットの記事（2018
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年２月11日10時09分、http://japanese.joins.com/article/504/238504.html）は、
次のような内容を伝えています。
金与正特使は南北の言葉の違いのうち「イカ」と「タコ」が反対になっ
ている話が出ると、「そこから統一しなければならない」として笑いを
見せたりもした。
これらの例からは、名前とそれが指示するものは、特に関係がないと見るこ
とができるのかもしれません。しかし、先ほど述べましたように、そうでも
ないという考えもあります。実は、このことが哲学の分野でも問題になって
いるのです。ということで、次に、哲学の世界ではこの問題がどう扱われて
いるか、見ていきたいと思います。しばらくの間、みなさんを哲学の世界に
誘いたいと思います。
この問題に関する哲学史上最も古くかつ有名な議論は、『クラチュロス』
と呼ばれている、プラトンの著作にみられるものであると思われます。プラ
トンは、古代ギリシャを代表する哲学者の一人ですが、議論の関係上、プラ
トンについては、あとで少し詳しく紹介したいと思います。このプラトンと
いう哲学者が残した対話編は、一方的に考えを述べるのではなく、対立した
意見を登場人物に語らせることで議論を深めるスタイルの著作ですが、その
中に重要な人物として、プラトンの師であるソクラテスが登場します。ソク
ラテスは、さまざまな名言を残している人ですが、その一つに「無知の知」
というのがあります。これは、自分はまだまだ何も知らないということを自
覚することの大切さを述べたものですが、これ以外にもたくさんあります。
話は少し脱線しますが、私が好きな、ソクラテスが語ったとされる言葉を一
つだけ紹介します。若い男性に対して、「ぜひ結婚しなさい。良い妻を持て
ば幸せになれる。悪い妻を持てば私のように哲学者になれる」というのがあ
ります。確かに、家庭に良い奥さんがいて幸せならば、何も人生について深
く考えることもないでしょうから、これはなかなか名言だとは思うのですが、
ソクラテスの奥さんは大迷惑ですよね。実際、ソクラテスの奥さんは、クサ
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ンティッペというのですが、悪妻の代名詞のように言われていますね。
話を元に戻しますと、この対話編でも固有名詞が例として取り上げられて
いますが、例として挙げているだけですので、この授業でも、すでに述べま
したように、同様の議論が普通名詞にも当てはまると考えることにいたしま
す。もっとも、厳密には同じかどうかは検討してみないとわからないかもし
れませんが、一応そういうことにしておきます。学問の世界では、よくこの
ようなこと、つまり本当はどうかわかっていないのだけれども、とりあえず
そうしておくことがあります。というのも、すべてを疑ってかかると何も言
えなくなるからです。もし、あとで何か不都合な結果が生じたとき、「とり
あえずそうしておいたこと」に問題がなかったかを検討することになります。
まず、名前の正しさに関する問題点を明らかにするために、この対話編の冒
頭部分にある、ヘルモゲネスという人物の発言を『プラトン全集２クラチュ
ロス・テアイテトス』（プラトン著、水地宗明（ミズチムネアキ）訳、岩波
書店、1974、以下『クラチュロス』）から二箇所引用することにしたいと思
います。読まれた経験がある方は、おそらく少ないのではないかと思います
ので、ゆっくりと読み上げることにいたします。登場人物は、クラチュロス
とヘルモゲネス、そしてソクラテス、脚本・演出がプラトンということにな
ります。最初のものは、ヘルモゲネスの発言です。
こちらのクラチュロスがね、おおソクラテス、こう主張するのです。名
前の正しさというものは、それぞれの有るものに対して、本来本性的に
［自然に］定まっている。そして名前とは、幾人かの人々がそう呼ぶこ
とを申し合わせて［取りきめて］、自分たちの言語の一部として発音す
ることによって、呼んでいるものなのではなくて、何か名前の正しさと
いうものが本性的に［自然に］存在しているのであり、それはギリシャ
人にも外国人にも万人にも同一のものなのであると、このように彼は主
張するのです。そこでぼくが彼に質問しました。クラチュロスという名
前は、真実に彼の名前であるのかどうかとね。彼はそうだと肯定しまし
た。「ではソクラテスには何という名前があるのか」とぼくがたずねま
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すと、「ソクラテスという名前だ」と彼は答えました。「それでは、その
他のすべての人間のばあいも、われわれが彼ら一人一人を呼んでいるま
さにその名前が、各人の名前であるのではないか。」これに対して彼は「い
や、少なくとも君だけは “ ヘルモゲネス ” が名前ではないよ。たとえ世
界中の人間が君をそう呼んだとしてもね」と言いました。（プラトン『ク
ラチュロス』p.4）
この引用は、名前の正しさは本性的に［自然に］定まっていると考えるクラ
チュロスの意見をヘルモゲネスがソクラテスに対して代弁した箇所ですが、
ここでなぜヘルモゲネスという名前だけが正しくないとクラチュロスが考え
ているかについては、少し説明が必要ですね。「ヘルモゲネス」とは「ヘル
メス神から生まれた者」ということを意味し、「ヘルメス子孫」ということ
らしいのですが、ヘルメス神の機能の一つは幸運や利益を授けることである
から、ヘルメス神の子孫であれば貧乏であるはずがないにもかかわらず、実
際のヘルモゲネスはいつも事業に失敗して貧乏暮らしをしており、クラチュ
ロスはその点を茶化したのだと考えられます。
次の引用は、ヘルモゲネス自身が自分の考えをソクラテスに対して述べた
個所です。
［それではぼくの意見を申しますが］ぼくとしてはですね、おおソクラ
テス、これまでに実に度々、この人とも、また他の多くの人たちとも語
りあったのですが、取りきめ［約束］と同意以外に、何か名前の正しさ
［規準］があるとは、どうしても納得できないのです。なぜなら、ぼく
にはこう思えるのです。だれかが何かにどんな名前でもつけたならば、
それがそのものの正しい名前であるのだ。そして、もしあとになってで
すね、その人がそのものに別の名前をつけ換えて先の名前ではもう呼ば
なくなったら、今度はあとの名前が先のに劣らず正しい名前となったの
であり、それはちょうどわれわれが召使い［奴隷］たちの名前をつけ換
えるばあいと同様である。なぜならば、本来それぞれのものに本性的に
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定まっている名前なんて、全然ありはしないのだから。むしろ名前は、
それを言い慣わし、呼んでいる人々のしきたりと慣わし［慣用］によっ
てできあがるものであると、このようにぼくには思えるのです。（プラ
トン『クラチュロス』p.6-7）
この引用は、名前の正しさは慣わし［慣用］によって決まっていると考える
ヘルモゲネスの意見を自身がソクラテスに対して述べた個所ですが、その証
拠として挙げている召使いの名前に関する例は、プラトンの時代の社会制度
を説明する必要がありますね。当時のアテナイ（現在のアテネ）は奴隷社会
で、奴隷が新しい主人に雇われると新しい名前を与えられるというのが一般
的な慣習でした。ヘルモゲネスの論法は、名前が慣習的に決められるもので
ないとすれば、奴隷の名前を個人の意思でつけ換えることはできないのでは
ないか、というものなのです。
この著作の構成は、この二つの主張をソクラテスがそれぞれ反論するとい
う形式をとっています。ソクラテスは、まず二つ目に示した、名前の正しさ
とは各個人の自由な取り決めであるとするヘルモゲネスの主張に対して、名
前の正しさは本性的でなければならないと反論します。そして、次に、ソク
ラテスは、名前の正しさとは本性的なものであるとするクラチュロスの主張
に対して、名前の正しさは、現実にはある程度、使用者の間の取り決めに依
存すると反論します。ソクラテスの反論の仕方は、難解な点が多く、今回は、
時間の関係もあり、詳細を述べることは控えますが、ソクラテスの二つの反
論は明らかに矛盾しており、ソクラテスは第三の立場を主張しようとしたの
ではないかと考えられていますが、この議論は決着していません。以上のこ
とをまとめますと次のようになります。
慣習説のヘルモゲネス　←　ソクラテスの本性説からの反論
　　　　　　　　　　　　　（クラチュロスを擁護）
本性説のクラチュロス　←　ソクラテスの慣習説からの反論
　　　　　　　　　　　　　（ヘルモゲネスを擁護）
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対話編の中では、ソクラテスが反論している形をとっていますが、プラト
ンは、師であるところのソクラテスに語らせているだけで、実際はプラトン
自身の意見を述べていると考えられるわけですので、ここでプラトンの哲学
的立場について少し説明しておきたいと思います。私は哲学が専門ではあり
ませんし、ましてやプラトンについてはあまり詳しくありませんが、通常、
プラトンは合理論の祖のような扱いをされています。ここで合理論について
解説しておく必要がありますね。合理論とは、二つある、大きな近代哲学の
流れの一つで、もう一つは、経験論と呼ばれるものです。
〈合理論〉
17世紀のフランスのデカルトに始まり、その後、オランダのスピノザ、
ドイツのライプニッツなどに継承された考え方で、人間は生得的に理性
を与えられ、基本的な観念・概念の一部をもつ、もしくはそれを獲得す
る能力をもつと考える。また、理性の能力を用いた内省・反省を通じて
原理を捉えることによって、そこからあらゆる法則を導き出そうとする
演繹法が真理の探求の方法とされた。
〈経験論〉
17世紀のイギリスのロックに始まり、同じくイギリスのバークリー、
ヒュームなどに継承された考え方で、人間は観念を生まれつき持ってい
るという生得説（合理論）を批判して、観念は経験を通して得られると
主張し、人間は生まれた時は「タブラ・ラサ」（白紙）であり、経験によっ
て知識が書き込まれると考える。また、感覚的観察を無条件で信頼せず、
実験という方法を駆使して少しずつ肯定的な法則命題へと導いていく帰
納法を探究の方法とする。
なぜプラトンが合理論者であると見なされているかですが、ご存じの方も
いらっしゃると思いますが、プラトンの重要な考えの一つにイデア論という
ものがあるからだと思います。これを説明し出しますと、それこそ何時間か
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けても説明できるかどうかわかりませんが、私なりの理解をかいつまんでお
話しますと、イデアとは、真なる存在のことで、それは、どこかに、神のと
ころにあるという人もいれば、人の頭の中にあるという人もいますが、どこ
かにあると考えます。そして、もう一つ大事なのは、現実世界に存在してい
るものは、すべてこのイデアの不完全な複製であるということです。こう言っ
ても何のことかわかりにくいと思われますので、私がよく説明に使う三角形
の話をしたいと思います。
イデア：真なる存在
現実世界のもの：不完全なイデアの複製
〈三角形の定義〉
三角形とは、同一直線上にない３点と、それらを結ぶ３つの線分からな
る多角形のこと
つまり、三角形とは三本の「直線」で囲まれている形のこと
その内角の和は180度
また、この三角形の定義の中にある「直線」の定義は、以下の通りです。
〈直線の定義〉
幅はもたず、両側の方向に無限に延びたまっすぐな線
現実世界にある線は、どんなに細い鉛筆で書いても幅がありますし、もし
幅がなければ見えないので、その存在がわからないことになります。したがっ
て、厳密な意味では、現実世界には三角形なるものは存在しないということ
になります。しかし、私たちは三角形について語ることができますし、それ
に基づいてさまざま定理を導き出したりできるわけです。
何か、哲学の授業みたいになってきましたが、一応の結論と言いますか、
ここまでの議論をまとめておきたいと思います。プラトン的（合理論的）立
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場を取りますと、それはいわば理想的で精神的世界を重視する立場―少し年
配の方ですとプラトニックラブなんて言葉を懐かしく思い出されるかもしれ
ないですね―ですから、名前とそれが指し示すものとの関係は、本来的（理
想的）には必然的な関係がある（べきである）と考えることになるのではな
いかと思います。それは、すなわち本性説ということになりますが、現実に
は、そうとばかり言えず、さまざまな制約や約束事があるということでしょ
うか。プラトンとしても、合理論者であることから、おそらくは、本性説を
支持しているのだけれども、現実世界においては、特に人間の世界は、いろ
いろとおかしな、不完全な世界なので、とりあえず決めておかないと混乱す
るので、慣習的な側面も無視できないと考えているのではないかと思います。
以上が私からの話題提供です。これからは、みなさんがご自分の頭でこの
問題について考えてみてください。もし、その際に何か疑問点がありました
ら、私が答えられるかどうかわかりませんが、質問をしてみてください。そ
して、みなさんの考えをぜひ書き留めてみてください。
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名は体を表すか
佐　竹　秀　雄
この文章は、冨永英夫教授の発表「名前の正しさ－言語と思考及び世界と
の関係について考える－」（本研究所公開講座、2018年２月16日）を聴いて
考えたことをまとめたものである。
言語には恣意性があるとされる。恣意性とは、言語記号の音声と意味との
間に自然な、あるいは必然的な結びつきがないことを指す。つまり、対象と
なるものが、なぜそのような名前（音声）であるのかについて、必然的な関
係はないということである。ただし、恣意性が成立するには条件がある。
例えば、「つけまつげ」という語がある。この／ツケマツゲ／という音声と、
それが指し示す「人口のまつげをつけること。ないし、そのまつげ。」とい
う意味との間には、必然的な結びつきを十分に認めることができる。
次に、「まつげ」はどうであろうか。「まつげ」の語源は、次のように考え
られている。「ま」は「目」のことで、「まぶた」や「まばたく」と同じで、「め」
が複合語となるときに変形したものである。「まぶた」は「目＋ふた」、「ま
ばたく」は「目＋はたく（叩く意）」という複合語である。「まつげ」の「つ」
は、昔の日本語における格助詞「の」の意味である。「げ」は「毛」だから、「ま
つげ」は「目の毛」の意味となる。したがって、／マツゲ／という音声も「目
の毛」という意味と自然な結びつきを認められる。つまり、恣意性は成立し
ないように思える。
では、さらに「目」や「毛」はどうであろうか。これらの語源はわかって
いない。語源について段階を追ってつきつめていくと、いつか自然な結びつ
きが見えなくなる。最終的には恣意性が認められる。このように、恣意性は
複合語段階ではなく、基本語の段階で認められるのである。
以上を踏まえて、人間が営む「名づけ」という行為における、音声と、対
象がもつ意味との結びつきについて考えてみる。
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一般に名づけをする場合は、なんらかの意味をこめようとする。子供の名
づけでは、主に、その音声が表す対象の語彙的な意味と、その音がもつイメー
ジとが考慮されるようだ。子供の幸せを願って、いい意味の語句と関連させ
たり、発音したときの音の響きのよさを重視したりされる。例えば、「さとし」
という名は「賢明だ」の意味をこめたととらえられるし、「まみ」「ゆい」な
どは、音のやわらかい響きを考慮してつけたものと思われる。いずれにせよ、
名づけの時点で、名前の音声には、その対象となる子供そのものとの間に、
自然な結びつきが存在するわけではない。しかし、名づけた人の意識では、
願望や理想という世界における対象やイメージと、名づけた音声との間には、
必然の結びつきが存在すると言えよう。つまり、恣意性は認めがたい。
ただし、漢字という表意文字を使う言語では少し事情が異なる。名づける
人間は、名前と対象物とを結びつけようとするが、それを直接的にではなく、
表意文字を使って間接的に結びつけることが行われる。例えば、上述の「さ
とし」は直接的な結びつきであったが、このような例は少ない。多いのは「賢
明（たかあき）」のようなパターンである。名前の音声／タカアキ／は意味「賢
明」とは、音声によって結びつくわけではなく、漢字を通して結びついてい
る。「美智子」の場合も、／ミチコ／という音声には何の意味もないが、漢
字表記によって「美しくかしこい」という意味と結びつく。要するに、漢字
が接着剤のように、両者を結びつける役割を果たしているのである。
このように、名づけにおいて、名前と名づけられる対象との間には、元々
自然に結びつく関係があるわけではない。人為的に結びつけようとする関係
が認められるのである。
ところで、「名は体を表す」とは、名前が対象を示す性質をもっているこ
とであり、自然な結びつきが存在する場合を表現するととらえられる。一般
の名づけでは人為的な結びつきであり、「名は体を表す」は成立しないはず
である。それにもかかわらず、この慣用句が存在するのは、本来、成立する
はずのない現象が、偶然によって成立することが認められたときに、その驚
きや感動を示すためであると考えられる。
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ニックネームの名付け
岸　本　千　秋
１．はじめに
自分のニックネームを持っている、あるいは他人を呼ぶ時には、その人の
ニックネームを用いるという人は多いだろう。大学生のニックネームにはど
のような特徴があるのかを調べるために、アンケート調査を行った。以下、
調査結果の一部を示す。なお、調査では「愛称／あだ名」として尋ねたが、
本稿ではまとめて「ニックネーム」とする。
２．調査概要
・対象者：兵庫県立大学の学生（１年生～４年生）
・有効回答：130名（計250種類のニックネームが得られた）
・調査期間： 2017年１月。授業時間を利用して、その場で調査の説明と
依頼を行った上で10分程度の時間を取り、授業終了時に回
収した。
・ アンケートの調査項目は森岡・山口（1985：164）を参考にした。依頼
内容及び調査項目１は次の通りである。
〔A〕 あなたは、愛称をつけられたり、あだ名で呼ばれたりしたことがあ
りますか。今までのあだ名や愛称を記入してください。複数ある場
合はすべて記入してください。
①愛称／あだ名　②愛称／あだ名を付けられていた時期　③愛称／あ
だ名を付けた人（性別）　④その愛称／あだ名に対する感情（好悪）
１　回答は無記名である。また、性別については明記してもしなくてもかまわない旨を口頭で説明
した。性別の記入があったのは122人（女66人、男56人）である。
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とその理由　④愛称／あだ名の付いた理由
〔B〕 知人・友人・先生など、あなたの周囲にいる人の愛称やあだ名につ
いて、記入してください。
①愛称／あだ名　②だれに対する愛称／あだ名か（性別・年齢）　③
愛称／あだ名を付けた人（性別）　④愛称／あだ名の付いた理由
３．調査結果と考察
得られたアンケート結果のうち、本稿では上記調査概要の〔A：自分に付
けられた愛称／あだ名〕について、その接辞パタン（3.1節）、命名者（3.2節）、
ニックネームの付け方（3.3節）、そしてニックネームについての好悪の感情
（3.4）節）を取り上げ、それぞれについて簡単にまとめる。
3.1．ニックネームの接辞
まず、ニックネームがどのような接辞によって構成されているかを確認す
る。次頁の表１は接辞による分類とその種類である。
表１からは「～ちゃん」がもっとも多いことが見てとれる。また、「ちゃん」
は、名字よりも名前の一部に付く場合が多いことが分かる。これは、「ちゃん」
が「名字」よりも「名前」と構成されやすいことを表していると言える。
ただし、そのニックネームが付けられた時期（命名時期）を確認してみる
と興味深いことが分かる。「名字」に「ちゃん」が付く場合は11件と多くな
いのだが、そのうち９件が中学生以上になってから付けられたニックネーム
だということである。小学生以下の時に付けられたものは２件だけである。
これは、幼い頃の命名者が家族であることが多いことも関係すると考えられ
る（家族の一員に対して「名字」のニックネームをつけることは考えにくい）
が、年長者になると、「名前」だけではなく「名字」がニックネームとして
使われやすくなることを示唆していると言える。
また、「名前の一部＋ちゃん」の33件のうち８割強にあたる27件が、「物
心ついたころ～小学生」の間に付けられたとしており、これによっても命名
時期による傾向の違いがあると言える。
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表１　ニックネームの接辞
接辞（数） 種類 回答数
～ちゃん（45）
名前の一部＋ちゃん 33
名字の一部＋ちゃん 11
出身地名の一部＋ちゃん 1
～さん（6）
名字の一部＋さん 3
名前の一部＋さん 3
～りん（5）
名前の一部＋りん 4
名字の一部＋りん 1
～ん（5）
名前の一部＋ん 4
名字と名前の省略形＋ん 1
～くん（3）
名前の一部＋くん 2
名字の一部＋くん 1
～ぴー（3） 名字の一部＋ぴー 3
その他（15）
～っち、～つん（以上、各２）、
お～、～たん、～ちょ、～ちん、～ティ、～にゃん、
～っぺ、～坊、～ぽん、～むー、～やん
（以上、各１）
15
計 82
3.2．命名者
次に、ニックネームがだれによってつけられたのかを見てみる。
表２　命名者
「友人」が最多であり、「家族」「先輩」「部活仲
間」と続く。それぞれにニックネームが付けられ
た時期を確認すると、「友人」は小学校時代から
大学までがほぼ均等に散らばっている。「家族」
から付けられる場合は、すべてが幼い頃である。
また、回答からは、「先輩」２「部活仲間」は、「友
人」とは別のカテゴリとして認識していることが
命名者 回答数
友人 175
家族 23
先輩 20
部活仲間 15
バイト先の人 5
その他 11
２　「先輩」は部活動の先輩を指していると考えられる。
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分かる。「その他」には、「先生」「友人の父」「彼氏のおば」「自分」などが
ある。
3.3．ニックネームの名付け方
ニックネームの付け方を、本名をもじった「本名のもじり」、何らかのきっ
かけがあって付けられた「動機・きっかけ」、芸能人やご当地キャラクター
などから付けられた「有名人・キャラクター」など５種類にカテゴリ化して
示したのが表３である。
表３　名づけ方
結果を見ると、「本名のもじり」がもっ
とも多いことが分かる。
本名のもじりには、3.1節の表１で示
した接辞によるものが多く、そのほか、
たとえば、「末次」を「すえつ」、「白波瀬」
を「しろ」、「山口」を「やまぐ」、「あゆ
み」を「あゆ」など、本名の一部だけを
切り取ったものがある。このようなニックネームは163件中21件である。
「動機・きっかけ」というのは、何かの出来事などが元になって、本名と
はまったく関係のないニックネームが名付けられるものであり、意表をつい
た面白いものが多い。たとえば、「基準」というニックネームをつけられた
人（男性）のきっかけは、「高校の体育の集団行動で［〇〇（筆者注：当該
学生の名字）基準、前へならえ］を行う際の、基準となった姿勢がキレイだっ
たこと」が理由となっている。また、小学生の時に「よっかかん（四日間）」
というニックネームをつけられた女性は、その名付けの理由を次のように記
している。「親がスキーに行くために学校を休ませ、そのことを担任がクラ
スの生徒にばらした（信じられない）。休み明けに学校に行くと、四日間の
スキーツアーだっためクラス男子から呼ばれてからかわれた」。そのほかに
も「ランゲル」というニックネームは、「生物で習った膵臓のランゲルハン
名付け方 回答数
本名のもじり 163
動機・きっかけ 24
有名人・キャラクター 12
容姿 12
性格・性質 8
その他 5
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ス島のランゲルを、なぜか名字に冠して呼ばれ始めた」ことが元となってい
たり、また、「やんさん」は「訓練合宿の時の服装がヤンキーみたいだと言
われた」ことがきっかけとなっていたりする。このように、「動機・きっかけ」
については、本名とはかけ離れた内容が多く、非常に面白いものとなってい
る。
「有名人・キャラクター」は、本名が同じか似ている場合、また、顔が似
ている場合にも付けられやすい名付け方である。
また、「その他」の中には、ツイッターのユーザー名や無料通話アプリの
表示名がそのままニックネームとなったものがある。これらは、まず本人に
よる名付けがあり、それが他人にもニックネームとして認知されているとい
う珍しいパタンだと言える。また、SNS（ソーシャル・ネットワーキング・
サービス）が名付けの「場」となっていることは、インターネットが普及し
たことによる影響であり、これまでのような家庭や学校、部活といった場と
は異なる場での名付けが行われているという点でも興味深いと言える。
3.4．ニックネームについての感情（好悪）
最後に、ニックネームを本人がどのように感じているのかについて、その
好悪の別と理由とをまとめておく。
表４　好悪
得られたニックネーム250件のうち、約
６割が「特に何も思わない」でありもっと
も多い。
「好き」の理由は、大きく二つに分けら
れる。一つは、ニックネームの響きや語呂などが気に入っているというよう
に、ニックネームそのものが好きというものである。たとえば、「なるみん」
…音の響きがいい、「ヤンマネ」…語呂が良い、「ゆうちゃん」…やわらかい
感じがする、「なおやん」…カワイイ、「みかん」…面白い、「金ちゃん」…
新鮮、「森永卓郎」…的を射ているのようなものがある。
好悪の感情 回答数
特に何も思わない 149
好き 60
嫌い 30
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もう一つは、ニックネームが良好な人間関係を作るのに役立ったというも
のである。「先輩に付けてもらって気軽に話せるようになった」「男女ともみ
んな呼んでくれて距離が近くなる要因になった」「仲良くなれる気がする」「親
しみを込めて呼ばれていたのでうれしかった」などがあり、これらは、ニッ
クネームをつけること、また、ニックネームで呼ばれることによって、相手
との距離が縮まる効果があり、それによって、「好き」という結果を生んで
いるものである。
反対に「嫌い」と回答した理由をながめてみると、ニックネームの「付け
方」に特徴がある。それは、「容姿」から付けられた場合が多いことである。「容
姿」からニックネームが付けられたのは12件あるが（3.3節）、その内の半数
である６件が「嫌い」と回答している（「好き」は２件、「特に何も思わない」
は４件）。たとえば、「牛さん」は「太っていてダラダラしていた」ことから
付けられており、「たこ焼き」は「顔の輪郭が丸くて髪が茶色だったから」
という理由である。これ以外には、「たまご」「美白」「口でか」「おじ」があ
るが、いずれもその人の見た目から付けられている。
また、「勉強家」というニックネームが嫌いな理由として、「人との距離感
がある」が挙げられており、他人との距離ができると感じられるニックネー
ムは好まれないと言える。ニックネームが人間関係に少なくない影響を及ぼ
すことがうかがえる。
４．おわりに
以上、アンケート調査結果の一部を、接辞パタン、命名者、付け方、好悪
の感情の４項目に簡単にまとめた。これらの詳細な分析、及び「他人のニッ
クネーム」についての調査結果は稿を改めたいと思う。
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謝辞： アンケート調査には、兵庫県立大学経済学部・経営学部・看護学部の
「文章表現論」受講者の協力を得た。記して御礼を申し上げる。
参考文献
田所将之・松田雄一（2014）「ニックネームに対する感情についての研究－
命名者・呼称者・理由・由来の違いによる評価－」『宇都宮共和大学　
都市経済研究年報』宇都宮共和大学14（０），pp.136-153．
森岡健二・山口仲美（1985）『命名の言語学　ネーミングの諸相』東海大学
出版会．
D10592_70002492_Ⅳ-2-04岸本千秋.indd   73 2018/07/05   15:38:15
－75－
ドラえもんとポケモンのネーミング
設　楽　　　馨
子どもにとって人気のあるキャラクターのネーミングはどのようになって
いるだろうか。
1970年代にマンガが発売された『ドラえもん』には数多くの、未来から
もたらされる不思議な「道具」が登場する。また、2000年代にヒットしたゲー
ム「ポケットモンスター」で、2006年に発売された「ダイヤモンド・パール」
はアニメ作品も同時に発表された。ポケットモンスター、略して「ポケモン」
は作品名であるとともに、作品の主要なキャラクターであり、2018年現在、
公式ホームページによれば700種類以上だと言う。
この、ドラえもんの道具（タケコプター、どこでもドアなど）とポケモン
（ポッチャマ、パチリスなど）の名辞を見てみると、名辞と指示物（キャラ
クター）との間に恣意性は認められず、形状や容姿、能力など、キャラクター
の特性を説明するような単語の複合語になっていることが多い。複合語の構
造に注目すると、子どもにとって親しみやすい擬音語や擬態語を使ったもの、
形状や特性が理解できる単語を含むものなどが認められた。そして、外来語
はドラえもんとポケモンで違いが認められた。ドラえもんでは、定着した外
来語（ヘリコプター、ドアなど）であるのに対し、ポケモンでは、既に定着
した外来語とは言い切れないような諸外国語、たとえば、英語（エンペルト・
こうていポケモンで形状は皇帝を連想させる）、スペイン語、イタリア語（ディ
アルガ・じかんポケモンで形状はダイヤを連想させる）などが混在している。
子どもにとって直感的でわかりやすい、という単語ではなさそうだ。
1970年代から2000年代にかけて、子どもにとって身近なコンテンツはマ
ンガからゲーム、アニメ等、多様化してきた。すると、キャラクターの視覚
イメージは多色で精緻になった。動きも加わった。視覚情報が増加したこと
により、言葉だけでない、マルチな情報伝達が可能になったのである。これ
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に伴ってネーミングは、わかりやすく直感的なものに限定されなくなったの
ではないだろうか。ゲームに親しむなかで、あるいは、アニメを視聴し続け
るなかで徐々に特性が明らかになり、キャラクターへの親密度があがり、キャ
ラクターとキャラクターに付された名辞との親和性を理解する。あるいは、
動きや色が付いたキャラクターを見ることで、そのものの特性が認識され、
以前ほど名辞の単語に情報を求めなくなった。それが、ネーミングに使用さ
れる外来語の違いをもたらしたのかもしれない。
参考 URL（いずれも2018年２月13日閲覧）
「ドラえもんチャンネル」小学館ほか https://dora-world.com/
「ドラえもんひみつどうぐデータベース～世界最強道具検索サイト～」
http://www.doraemondb.com/ddb/index.php
「ポケモンずかん」http://www.pokemon.jp/zukan/
「ポケモン情報ねっと」http://pokeinfo.net/?page_id=993
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教育史事象におけるネー ミングの複雑さと不思議さ
－公開講座「ネーミングのコトバ学」に寄せて－
山　﨑　洋　子
ネーミングとは、言うまでもなく、英語の ‘naming’ をカタカナ表記する
ことによって示された人間の行為であり、それは人間固有の営みでもある。
本コメントでは、学校教育改革の源流に位置づけることができる新教育運動
（New Education Movement）という歴史事象を取り上げ、「時間と空間・場
（Time and Space）」に左右されるネーミング行為が、当事者の意図を超え
て単純化されたり、また逆に複雑になったりするという、いわば歴史の不思
議さを示してみたい。ここで「時間と空間・場」にフォーカスするのは、「命
名する」「名付ける」「名前をつける」という意味を有する英語の ‘naming’
の行為が、選び（choose, select, nominate）、取り出し（pick）、決定し（decide 
on）、指定する（designate）行為を伴うからであり、それは、個々の状況に
大きく左右されるからである。そのことは、言い換えれば、ネーミングは特
定の「時間と空間・場」において行われた、いわば史的事象と捉えることが
できる。
さて、本コメントで取り上げる新教育運動は、19世紀末から世紀転換期
を経た1930年代までの時期に、世界各地で共時的に展開された教育改革運
動である。そこでまず、新教育運動について説明しておきたい。
この運動は、知識体系を有した学問の観点からではなく子どもの生活の観
点からカリキュラムを編成し、注入主義的ではなく活動的な教育を取り入れ
る改革を断行した新しい学校の実践が嚆矢、と捉えられている。その学校と
は、アボッツホーム校（Abbotshome school, 1889‒）、ビデールズ校（Bedales 
school, 1893‒）、キングアルフレッド校（King Alfred school, 1898‒）の３つ
の中等段階の学校を指し、新設であるため新学校（New Schools）あるいは
パイオニア校とも称されている。日本でこの学校教育の思想が受容されたの
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は、その改革思想に衝撃を受けたフランスの社会学者のエドモンド・ドモラ
ン（E. Demolins, 1852‒1907）の『アングロサクソンの優越性は何に由来す
るか（A quoi tient la supériorité des Anglo-saxons）』（1897）や『新教育－岩
の学校－（L'education nouvelle, l'École des Roches）』（1898）に書かれた教育
思想を見聞した京都大学の谷本富（たにもととめり，1867‒1946）の活動に
よる。彼の紹介した教育思想は、日本の教育界に大きな影響を与えた。とい
うのも、その思想自体が学生の主体的な活動を標榜するものであったという
特徴ゆえであるが、それに加えて、谷本は、もともと、新教育運動主唱者が
こぞって批判したドイツのヘルバルト学派の規範的・注入的な教育思想を牽
引した人物であったからである。
谷本が新教育の思想を称揚する著作、『新教育講義』（1906）を公刊した
背景には、当時の日本に新しい教育を求める気運があった。谷本は、ヨーロッ
パやイギリスでの教育視察で得た教育実践に大きな衝撃を受けた。彼は、帰
国後、京都府市の教育会から依頼されて15回にわたる新教育の講演を行い、
そこで新しい教育観が必要であることを強調したのである。その内容をまと
めたものが『新教育講義』である。そして、彼の論じた新しい教育思想は、
日本の教育界に受容され始めたのである。
新しい教育を求める運動は、アメリカでも、プラグマティストに属するジョ
ン・デューイ（J. Dewey, 1859‒1952）によって19世紀の末頃から展開され
ていた。彼の取り組んだシカゴ大学附属の実験学校の理論、『学校と社会
（School and Society）』（1898）は、日本の新教育運動の牽引者で、当時、文
部次官であった澤柳政太郎（1865‒1927）の主導によって、1904年、馬場是
一郎訳として刊行され、それは文部省より日本の各小学校に配付された。画
一主義や注入主義の教育を批判し、新しい教育内容や教育方法を求めた
デューイは、さらに『子どもとカリキュラム（The Child and the Curriculum）』
（1902）において「新しい教育（new education）」というコトバをたびたび
用いた。だが、そこで、大文字を付した固有名詞としての ‘New Education’ 
という言葉を用いたわけではなかった。また、実際、アメリカで「新教育」
という言葉が使われたか否かは、不明であり、管見の限り、そのような表現
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教育史事象におけるネーミングの複雑さと不思議さ
は存在しないのである。それゆえ、当時、「新教育」とはネーミングされて
いなかったのであり、またそれゆえ、「新教育」というネーミングは、後世
の人々によってなされた、ということがわかる。このことへの傍証として、
やがて、1919年、アメリカでは、デューイ学派の人々によって進歩主義教
育協会（Progressive Education Association）と命名された組織が設立され、
新しい教育を求めるための活動が始められた、という事実がある。
その後、ヨーロッパでは、1921年、新教育運動を国際的に糾合するため
の組織として、フランスのカレーで国際新教育連盟（La Ligue Internationale 
pour l'Éducation Nouvelle, International New Education Fellowship, Der 
Weltbund für Erneuerung der Erziehung）が組織された。その主導者は、フ
ランス人でイギリスの勅任視学官を辞して新世紀の教育を模索していた神智
学徒のベアトリス・エンソア（B. Ensor, 1885‒1974）であった。彼女は、ア
メリカでは進歩主義教育という言葉が用いられていたことを承知で、新教育
（New Education）という表現を用いたのである。
この時期、日本でも、澤柳に加えて、澤柳の依頼により姫路師範学校校長
を辞して、民間教育団体・帝国教育会専務理事を務めていた野口援太郎
（1868－1941）らが、大正デモクラシーの追い風を受けて新しい教育を模索
していた。その気運は、「20世紀は子どもの世紀である」と主張したエレン・
ケイ（E. Key, 1849‒1926）の『子どもの世紀（The Century of the Child）』
のコトバを借用する形で、1923年、「教育の世紀社」と池袋児童の村小学校
を創設して同様の活動を展開するという運動に結実した。ちなみに、アメリ
カの進歩主義教育連盟が国際教育連盟アメリカ支部となるのは1930年であ
り、また、エンソアの依頼によって、野口と上沼久之丞（うえぬま きゅう
のじょう，1881‒1961）の二人の提唱による「新教育協会」が結成され、そ
れが日本支部となるのも1930年であった。つまり、1920年代は、多様な人々
が新しい教育を模索し、それぞれ新しい教育法法を実践した時期であったの
である。
このような史実を踏まえると、この教育改革を先駆したイギリスでは、新
教育運動という歴史事象がどのようにネーミングされたかということが気に
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なる。実は、イギリスでは、そもそもイギリス理想主義の思想潮流の流れを
汲みつつ、1914年から「教育の新理想（New Ideals in Education）」とネー
ミングされた教育改革運動があり、エンソアもその理事の一人であったが、
また、1926年にスコットランドのウィリアム・ボイド（W. Boyd）が国際的
な教育運動の文脈で「スコットランドの新教育（New Education in 
Scotland）」と大文字の「新教育」のコトバを用いたことはあったが、管見
の限り、固有名詞化された「新教育」のコトバは用いられてはいないのであ
る。つまり、フランスや日本で「新教育」とネーミングされた歴史事象は、
その源流がイギリスにあり、なお相互に影響し合ったと理解されているとは
いえ、「新教育」とはネーミングされなかったのである。
では、この歴史事象は、イギリスではどのようにネーミングされたのだろ
うか。このことに思いを至らせるとき、不思議な状況に突き当たるのである。
実は、イギリスの教育史では、この歴史事象は、アメリカで用いられたのと
同様に、進歩主義教育（Progressive Education）と称されているのである。
つまり、世界各地で共時的に展開された新教育運動であると解釈されてはい
るが、またその嚆矢がイギリスにあったとはいえ、フランスや日本のように
「旧と新」（Old ／New）を強調するネーミングではなく、「伝統と進歩
（progress）」を強調したコトバが選択されているのである。なぜイギリスで
は、「新教育」とネーミングされなかったのであろうか。なぜ、進歩主義教
育と言われるのであろうか。こうした問いが浮上する。国際的に展開された
歴史事象であるだけに、今後、その文脈を左右する「時間と場所」を精緻に
切り分けつつ、実証することが求められよう。
このことへのアプローチについては、他日に期したい。
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ノーベル文学賞受賞者における作品タイトルの翻訳について
玉　井　　　暲
１．
文学作品におけるネーミングの問題は、その中心的なものはタイトルの翻
訳に現われる。以下、３人のノーベル文学賞受賞者（カズオ・イシグロ、アー
ネスト・ヘミングウエイ、川端康成）の作品における原題とその翻訳タイト
ルを挙げ、この問題について考えてみたい。
まず、３人の作家の主要な作品を列挙してみよう。
A．カズ オ・イシグロ（Kazuo Ishiguro, 1854-）【イギリス文学】、2017年度
受賞。
１．A Pale View of Hills （1982）⇒『遠い山なみの光』（1984年、翻訳出版）
２．An Artist of the Floating World （1986）⇒『浮世の画家』（1988年、
翻訳出版）
３．The Remains of the Day （1989）⇒『日の名残り』（1990年、翻訳出版）
４．The Unconsoled （1995）⇒『充たされざる者』（1997年、翻訳出版）
５．Wh en We Were Orphans （2000）⇒『わたしたちが孤児だったころ』
（2001年、翻訳出版）
６．Never Let Me Go （2005）⇒『わたしを離さないで』（2006年、翻訳出版）
７．Nocturnes: Five Stories of Music and Nightfall （2009）
⇒『夜想曲集――音楽と夕暮れをめぐる五つの物語』（2011年、
翻訳出版）
８．The Buried Giant （2015） ⇒『忘れられた巨人』（2015年、翻訳出版）
B．アー ネスト・ヘミングウエイ（Ernest Hemingway, 1899-1961）【アメリ
カ文学】、1954年度受賞。
長編小説：
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１．The Sun Also Rises （1926）⇒『日はまた昇る』
２．A Farewell to Arms （1929）⇒『武器よさらば』
３．For Whom the Bell Tolls （1940）⇒『誰がために鐘が鳴る』
４．The Old Man and the Sea （1952）⇒『老人と海』
短編小説集・エッセイ集
５．In Our Time （1924）⇒『われらの時代』
６．Men Without Women （1927）⇒『男だけの世界』
７．Winner Take Nothing （1933）⇒『勝者に報酬はない』
８．The Nick Adams Stories （1972）⇒『ニック・アダムズ物語』
９．Death in the Afternoon （1932）⇒『午後の死』
C．川端康成（Yasunari Kawabata, 1899-1972）【日本文学】、1968年度受賞。
１．『伊豆の踊子』（1926）⇒ The Dancing Girl of Izu （1955年、英訳）
２．『雪国』（1935-37）⇒ Snow Country （1956年、英訳）
３．『名人』（1951-54）⇒ The Master of Go （1972年、英訳）
４．『千羽鶴』（1949-52）⇒ Thousand Cranes （1958年、英訳）
５．『山の音』（1949-52）⇒The Sound of the Mountain （1970年、英訳）
６．『みづうみ』（1954）⇒ The Lake （1974年、英訳）
７．『眠 れる美女』（1961）⇒The House of the Sleeping Beauties （1969年、
英訳）
８．『古都』（1962）⇒ The Old Capital （1987年、英訳）
９．『美しさと哀しみと』（1964）⇒Beauty and Sadness （1975年、英訳）
10．『片腕』（1964）⇒ One Arm （1969年、英訳）
11．『掌 （たなごころ）の小説』（1971）⇒Palm-of-the-Hand Stories （1988, 
2006年、英訳）
タイトルの翻訳は、それぞれの言葉が持っている文化的意味を前提にして、
１）直訳すべきか、意訳すべきか、２）文語訳か、口語訳（現代日本語訳／
現代英語訳）か、の問題に集約されるものと思われる。
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ノーベル文学賞受賞者における作品タイトルの翻訳について
３人の作品においては、基本的には直訳にもとづいて翻訳タイトルが作ら
れている。ただし、川端の『名人』においては、The Master of Go、すなわ
ち『碁の名人』という英文タイトルに見られるように、補足的な語を付け加
えて、文化的差異から生じる誤読に対応したものがある。
一方、イシグロの『遠い山なみの光』は意訳の代表といえよう（小野寺健
訳、ハヤカワ epi 文庫）。この物語は、カズオ・イシグロの小説のなかでも、
日本を物語の舞台とした作品の一つであるが、訳語は、そうとう工夫を凝ら
して作られている。“A Pale View of Hills” を「遠い山なみの光」と訳すには、
この小説にあって、主人公をとり巻く世界において、長崎での生活に関わる
過去の記憶と英国での悲惨な出来事をめぐる現在の心境とが微妙に交錯する
物語空間が展開するありようを把握しなければ、考えられないタイトルであ
ろうと思われる。
日本語のタイトルに文語的な訳語が生まれる背景として、文語的・漢文的
言語状況が健在であった時代にはその影響が見られるであろうと思われるが、
先行の文学作品や古典的文学などを踏まえて、それらのテクストから借用し
てつけられたタイトルがある場合にも生じることがある。
たとえば、ヘミングウエイの The Sun Also Rises は、『日はまた昇る』（大
久保康雄訳、新潮文庫）となっているが、このタイトルは、旧約聖書の「伝
道の書」（Eccesiastes）の第１章第５節に由来するものである。欽定訳聖書
（Authorized King James Version）では、この箇所は、“The sun also ariseth, 
and the sun goeth down, and hasteth to his place where he arose.”（下線は
論者）となっていて、タイトルはその最初の文章を踏まえたものある。
また、『誰がために鐘が鳴る』は、イギリス17世紀の詩人ジョン・ダン（John 
Donne）の作品『死に臨んでの祈り』（Devotions Upon Emergent Occasions）
に収められている「瞑想第17」（‘Meditation xvii’）からの引用である。原文
では、“Any man’s death diminishes me, because I am involved in mankind, 
and therefore never send to know for whom the bells tolls; it tolls for thee.”
（下線は論者）となっている。訳文は、「なんぴとのみまかりゆくもこれに似
て、みずからを殺（そ）ぐにひとし。そはわれもまた人類の一部なれば。ゆ
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えに問うなかれ、誰（た）がために鐘は鳴るやと、そは汝（な）がために鳴
るならば」（大久保康雄訳、新潮文庫）となり、文語調の訳文になっている。
こうして、先行作品が詩的なテクストである場合は、そこを踏まえて翻訳
タイトルを作ると、文語的なものができあがることがあるのである。
２．
カズオ・イシグロの場合は、この日本語タイトルの付け方には、ヘミング
ウエイや川端とは異なる事情があることを認識する必要があろう。第２作目
の小説も、日本を舞台に描いている。そのタイトル “An Artist of the Floating 
World” については、英語の “floating” は、物理的に水に浮かんでいる状態を
指す言葉であるので、比喩的意味を多少籠めれば、流動する、浮動する、変
動する、といった意味で使用する場合が可能であるにしても、この言葉と
“world” とを結びつけて「浮世」と翻訳するにはかなりの飛躍があるかもし
れない。
というのは、日本語の「浮世」には、もともと「憂き世」の意があって、
思うようにならず、好ましくはないが従わざるをえない世の中や、また、つ
らい事の多くて、厳しく、冷たい現実を指す言葉である。ここから、浮世の
風、浮世の絆、浮世の情、浮世の波といった表現が生まれている。しかし他
方において、一般の日本人なら、浮世と聞けば、「浮世絵」を連想すること
が容易である。江戸時代に起こった風俗画で、遊女や芝居の俳優やその似顔
を題材にした絵画のことである。
さらに、これらの意味から、「浮世離れ」を次に連想することも可能であ
ろう。実社会に生きる人にとっては逃れられない世間や、利害のからんだ俗
事に、まったくわずらわされないで、無関心な状態にあることを指す言葉で
ある（以上、『新明解国語辞典』〔三省堂〕を参照）。
じつは、イシグロのこの小説は、この「浮世」の持つ日本語の多義的な意
味をすべて連想させるものがあるように思われるのだ。主人公の小野益次は、
第二次世界大戦の起こる戦前は、現実世界の社会問題に強い関心をもち、戦
争に協力的な愛国主義の画家として大きな影響力を発揮した画家であった。
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ところが、そうした意識に目覚める以前は、「浮世絵」風の絵を得意とする、
一世を風靡した画家であったが、その後に画風を改めたのであった。小野は、
「現代の歌麿」をめざす自分の師匠と最後に袂を分かつ。この両者が決裂す
る場面は、このように描かれている――
　先生、現在のような苦難の時代にあって芸術に携わる者は、夜明けの光
と共にあえなく消えてしまうああいった享楽的なものよりも、もっと実
体のあるものを尊重するよう頭を切り替えるべきだ、というのがぼくの
信念です。画家が絶えずせせこましい退廃的な世界に閉じこもっている
必要はないと思います。先生、ぼくの良心は、ぼくがいつまでも〈浮世
の画家〉でいることを許さないのです」（『浮世の画家』、飛田茂雄訳、
ハヤカワ epi 文庫、267ページ、下線は論者）
この場面では、最後の文章は、“I cannot remain forever an artist of the 
floating world.”（下線は論者）となっている。ここには、下線に見られるよ
うに、タイトルの言葉が出ているのだが、この場面での“floating”は「浮世絵」
を前提にしたものであろう。それゆえ、この小説にあっては、特に多くの西
洋人にとって伝統的な日本のイメージとなっている「浮世絵」を踏まえて、
この小説を出版する場合などにはその表紙やカヴァー等に浮世絵が使用され
るのは、ある意味で当然かもしれない。それゆえ、この小説の日本語タイト
ルを「浮世の画家」としているのは、妥当な理由があると言えよう。
ただし、注意すべきは、なるほど、主人公が師匠の画家と決裂する場面で
登場する〈浮世の画家〉は、江戸時代の浮世絵を連想して妥当なものだと言
えるにしても、この小説の物語全体を視野にいれて考えた場合には、“the 
floating world” の意味や連想をこのようにいわば矮小化することにはいささ
か問題があるように思われるのである。すなわち、タイトルに現われた “the 
floating world” には、日本語の「浮世」にうかがわれる、浮世の波といった
場合の、思うようにはいかない、厳しい世の中をも連想させるものがある。
主人公は、戦前の軍部に協力的な生き方により被った負の遺産を背負って、
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戦後は、新生日本のなかで自分や家族の生活を懸命に護って奮闘する姿が描
かれているからである。そのように考えてくると、訳語「浮世」は、一面で
審美主義的な「浮世絵」を連想させつつも、もう一方で現実の「憂き世」を
も連想させる言葉であるがゆえ、なるほど、イシグロの英語 “the floating 
world” を表すのに妥当なものであると言えよう。
このように、カズオ・イシグロの小説作品の翻訳タイトルを検討してみる
と、英語と日本語という、それぞれの言葉が持っている文化的意味や社会的
コンテクストを踏まえることが、訳語の設定においては不可避であることが
想像できる。それでも、原語と訳語の間にズレが生じることもあろうが、ま
た逆に、相異なる言葉による二つのタイトルからの連想が重なり合って、よ
り豊かな意味空間を創出することもあるだろうと思われる。これこそ、外国
文学の翻訳タイトルを読む妙味かもしれない。
３．
カズオ・イシグロにあっては、他の外国人小説家とは異なり、翻訳にあたっ
ては、もうひとつ、特別、検討しなければならない問題がある。それは、人
名の表記に関わる問題である。
一般にイギリスやアメリカの小説を翻訳する場合、その中に登場する登場
人物の名前は、カタカナに直せばすむことである。たとえば、ヘミングウエ
イの The Sun Also Rises『日はまた昇る』においては、主人公であるアメリ
カ人のジャーナリスト Jake Barnes は「ジェイク・バーンズ」と表記し、彼
の恋人でイギリスの貴婦人Lady Brett Ashley は「レイディ・ブレット・アッ
シュレー」と表記すれば問題はない。つまり、作家はアメリカ人で、かつ、
その小説に登場する人物が英米人なら、日本語による翻訳の慣例に従い、カ
タカナ表記すればよいのである。
ところが、カズオ・イシグロは、英国籍を取得して、日系イギリス人の小
説家となっているけれども、その血はまぎれもなく日本人であることは、読
者はみんな知っている。しかも、初期の２作品にあっては、第１作の『遠い
山なみの光』は、主人公エツコの現在の夫はイギリス人であって、そのあい
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ノーベル文学賞受賞者における作品タイトルの翻訳について
だにできた子供ニキは日本人とイギリス人のハーフであるので、カタカナ表
記にしてよいにしても、そのほかの登場人物の多くは、長崎に住む日本人で
ある。その場合、これらの日本人の登場人物は、カタカナ表記とするのか、
あるいは、漢字を使った日本語表記とすべきなのだろうか。
この問題については、『浮世の画家』の訳者飛田茂雄も頭を悩ませたよう
である。訳書の「訳書あとがき」を読むと、「この翻訳のハードカバー版が
出たとき、一部の人たちから、なぜ作品中の人名を漢字で表記したのかとい
う疑問が出された」という。実は、訳者自身もさんざん考えたあげく、結局、
「日本人の名前を全部カタカナ書きにする」のを止めて、「カズオ・イシグロ
がもし日本語で書くならば、こういう文体にしただろうと想像しながら訳す
ように努めた」という。
こうして、『浮世の画家』においては、主人公のマスジ・オノは小野益次
と表記され、次女のノリコは紀子となり、その夫となるタロウ・サイトウは
斎藤太郎、長女のセツコは節子、小野のかつての師匠セイジ・モリヤマは森
山誠治と表記されることになった。
こうしたイシグロ文学における翻訳上の問題は、イシグロが、日系イギリ
ス人作家とはいえ、その描く物語世界の舞台として日本を設定したり、多く
の日本人を登場させたりすると、純粋の日本人作家として扱われることが多
いから、これは特殊なケースと言えるかもしれない。
しかし、イシグロ文学にうかがわれるこうした翻訳における表記上の難題
は、なるほど異例であるにしても、今日の世界の文学創造の現状を視野にい
れた場合、たとえ日系でない外国人作家であっても、もしその作家がその物
語世界のなかで日本の社会を描いたり、日本人を登場させたりすると、同じ
ような問題が生じる可能性のあることが想定できる。その場合の登場人物の
名前や地名を翻訳するにあたっては、カタカナ表記とするのか、漢字をあて
るのだろうか。したがって、イシグロ文学の抱えている翻訳上の問題は、グ
ローバル化した文学世界に起こりうる普遍的な問題であると言えるのではあ
るまいか。
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Ⅴ．言語文化研究所 春季言語文化
セミナー（平成29年度）
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言語文化研究所　春季言語文化セミナ （ー平成29年度）
１．春季言語文化セミナーを開催するにあたって
玉井　　暲（言語文化研究所長）
本年度の春季言語文化セミナーの講師には、早稲田大学文学部教授の森山
卓郎先生をお招きして、「おもしろいがな関西方言」と題して、関西弁のも
つおもしろさについてご講演をしていただいた。同教授は、地域住民や市民
や、言語学の専門家から大学院生・学生にいたるまで、関西方言や広く言葉
に関心をもっている聴衆を前にして、関西弁のユニークさについて、ユーモ
アを交えて、洞察にみちた解説をされた。講演を拝聴した多くの参加者は、
日頃使っている自分の関西弁が、普段では気づかない、おもしろい特徴をもっ
ていることを教えられ、大きな満足感を味わった。
この講演会は、以下のとおり行われた。
日　時：平成30年３月17日（金）、15：00～17：00
場　所：武庫川女子大学中央キャンパス文学１号館５階　L1‒502教室
講　師：森山卓郎（早稲田大学文学部教授）
演　題：おもしろいがな関西方言
司会・コメンテイター：冨永英夫
　　　　　　　　　　　（言語文化研究所研究員・英語文化学科教授）
申込方法：参加無料、当日のご参加も歓迎します。
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おろしろいがな関西方言
森　山　卓　郎（早稲田大学教授）
講演要旨：
関西方言をめぐって、その文法、音声、コミュニケーションについて考え
てみたいと思います。例えば、「買って」は「コーテ（買うて）」という形で
す。なぜこんな形なのでしょうか。「来ない」も、「来ん」のほか、「きやへん」
「きいひん」「こーへん」「けーへん」「きやん」など微妙な言い方の違いもあ
ります。関西方言の「文法」も面白いものです。ほかにも、「あの犬、チャ
ウチャウちゃうか？」のような語法の面白さ、「おあがりやす」「あたたかお
す」のような伝統的表現の味わいなど、いろんな観点から関西方言の表現を
考えたいと思います。併せて、関西方言の発音、関西方言のコミュニケーショ
ンなどにも触れたいと思います。
伝統的には「おもろいがな関西方言」といったタイトルとさせていただく
ところですが、「おもろい」ではなく、共通語と同じ「おもしろい」という
表現も関西で普通に使っています。関西方言の「今、これから」についても
一緒に考えていけたらと思っております。
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Ⅵ．言語文化研究所活動の概要
　　2017―2018
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言語文化研究所活動の概要　2017－2018
１．刊行物等
⑴　『言語文化研究所年報』第27号
27号は３部構成である。第１部は「ことわざ学会」との共催である「言
語文化セミナー」（ことわざフォーラム2016）について、研究発表、講演、
シンポジウムの概要を記した。第２部は特別学期に開催した「言語文化シ
ンポジウム」における各講師の発表要旨を記した。第３部は第２部と関連
した論文を掲載した。以上の内容を掲載して刊行した。
⑵　『オトナのための日本語塾2017』
LC 倶楽部会員が年間５回の勉強会と話し合いを経て、各自の興味ある
テーマをレポートとして仕上げたもの。今年度は５名のレポートを掲載し
て刊行した。
２．「言語文化セミナー」（秋季・春季）
第27回「言語文化セミナー」秋季
日　時：2017年10月27日（金）午後３時～５時
講　師：George Hughes （ジョージ・ヒューズ）博士
　　　　（元東京大学文学部客員教授）
テーマ： 「Charlotte Brontë's“Second Soul”――Charlotte Brontë and the 
Pleasures of Learning a New Language――」
（シャーロット・ブロンテの「第二の魂」――シャーロット・ブ
ロンテと新しい言葉を学ぶ喜び――）
参加者：約80名
第28回「言語文化セミナー」春季
日　時：2018年３月17日（土）午後３時～５時
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講　師：森山卓郎氏（早稲田大学文学部教授）
テーマ：「おもしろいがな関西方言」
参加者：約30名
３．第３回「武庫川女子大学言語文化シンポジウム」
日　時：2018年２月16日（金）午前10時45分～午後４時20分
テーマ：「ネーミングのコトバ学」
　　　　本学の特別学期公開講座との共同企画として開催した。
参加者：約50名
概　要：第１部：公開講座
　　　　　　　柴田清継「中国語における外国地名の話」
　　　　　　　冨永英夫「名前の正しさ」
　　　　第２部：シンポジウム（討論）
　　　　　　　問題提起：ネーミングのコトバ学について
　　　　　　　講師：柴田清継（漢文学）、冨永英夫（英語学・英語教育）
　　　　　　　コメンテイタ―： 玉井暲（英文学）、設楽馨（日本語学）、
佐竹秀雄（現代日本語学）、岸本千秋（現
代日本語学）、山﨑洋子（教育学）
４．第９回「ことばのサロン」
日　時：2017年７月８日（土）午後１時30分～３時30分
講　師：佐竹秀雄氏（武庫川女子大学 言語文化研究所研究員）
テーマ：「関西ことば比べ」
概　要：（佐竹秀雄講師より）
関西弁と標準語、大阪弁と京都弁、比べてみると、それぞれ違ったイメー
ジが浮かびます。こうしたイメージの正体は何なのでしょうか。
今年は、関西方言の比較を通じての方言イメージを探ります。
自分が使っている方言を振り返って、よその言葉では表現できない味の
あることを自慢しましょう。あるいは、最近、通じなくなった方言を懐か
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言語文化研究所活動の概要　2017
しみましょう。それらの思いにこそ、方言イメージの正体があります。
方言でおしゃべりを楽しみながら、ことばの奥深さを探検しましょう。
５．「オトナのための日本語塾」
概　要： 2015年度からの開講である。「ことばのサロン」を体験した LC
倶楽部会員たちが、自分の興味あることがらについて「自主的に
調べ」、それを「まとめて発表する」ことを目標とするものである。
開催日：年間５回、各回10：30～12：30
〈2017年度〉2017年５月20日（土）、同年６月17日（土）、同年10
月７日（土）、同年12月23日（土）、2018年２月３日（土）。
成　果：『オトナのための日本語塾2017』（執筆者５名）。
６．「日本語相談室」開設
開設の挨拶：
従来、言語文化研究所では、おもに学部生を対象にして、日本語の使い
方や表現などに関する質問や相談を個別に受け付けてきました。この相談
窓口を、今年度、公式に開設することにしました。日本語学を専門とする
研究員が日本語表現全般について相談を受け付けます。論文作成やレポー
ト作成の際に、語彙的なこと、文法的なことなど、日本語の表現に不安が
ある場合に遠慮なく相談に来てください。
相談できる内容：
レポート作成、論文作成の際における日本語表現全般について
対象：本学の学部生・大学院生・留学生、若手研究者
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７．事務報告
⑴　組織
所　長：玉井　　暲
助　手：岸本　千秋
研究員：佐竹　秀雄
研究員：柴田　清継
研究員：設楽　　馨
研究員：冨永　英夫
研究員：山﨑　洋子
⑵　所内会議開催
日　時：2017年６月14日　12：15～13：00
場　所：言語文化研究所（I-609）
⑴研究活動について
①研究成果の出版『言語文化研究所年報』
②「言語文化セミナー」開催
③「言語文化シンポジウム」開催
⑵教育活動について
①本学学生を対象に言語文化についての講義　上記③
②「日本語相談室」開設
⑶社学連携・地域貢献活動について
①「ことばのサロン」開催
②「オトナのための日本語塾」開催
③特別学期における公開講座
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執筆者紹介
玉井　　暲　本学言語文化研究所所長
佐竹　秀雄　本学言語文化研究所研究員
山﨑　洋子　本学言語文化研究所研究員
西光　義弘　神戸大学名誉教授
George Hughes　元東京大学客員教授
柴田　清継　本学言語文化研究所研究員
冨永　英夫　本学言語文化研究所研究員
岸本　千秋　本学言語文化研究所研究員
設楽　　馨　本学言語文化研究所研究員
森山　卓郎　早稲田大学教授
山口　　豊　本学教育学部教授
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編集後記
言語文化研究所年報第28号をお届けいたします。今号は、佐竹秀雄研究員、
山﨑洋子研究員による論文のほか、「言語文化セミナー」（秋季・春季）にお
ける開催内容と講演者の講演要旨、「言語文化シンポジウム」（ネーミングの
コトバ学）での発表報告、そして、山口豊氏の資料報告を掲載しております。
編集に時間がかかり、発行が遅くなってしまったことについては、まことに
申し訳なく存じます。ご高覧の上、お気付きの点、著者らへのご意見などを
お寄せいただければ幸いに存じます。
岸　本　千　秋
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Ⅶ．資料報告
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　２．Panelists’ Reports
　　1） Transcribing Foreign Place-Names and People's Names into Chinese 
Characters Kiyotsugu　SHIBATA
　　2） On the Correctness of Names: Language, Thought and the World
 Hideo TOMINAGA
　　3） Is the Proverb that the "Name Stands for the Body" the Truth?
 Hideo SATAKE
　　4）How Nicknames are Formed Chiaki KISHIMOTO
　　5） Naming the Characters：DORAEMON and Pokémon
 Kaoru SHITARA
　　6） Naming the Progressive Education in the Field of Educational History : 
Its Complexity and Curiousness Yoko YAMASAKI
　　7） Translation of Title：A Note on the Works of Nobel Prize-Winners 
for Literature Akira TAMAI
Ⅴ．The Spring Seminar 2017：
　１．The Opening Address Akira TAMAI
　２．How Interesting Kansai Dialects are ！ Takuro MORIYAMA
Ⅵ．The Outline of Activities of the Research Institute 2017-2018
Ⅶ．Editor’s Postscript
Ⅷ．The Report of Literary Materials：
　　Kishida Ginkou “Kiseinikki”：Text and Index Yutaka YAMAGUCHI
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